
１時限 ：　８：４０ ～ １０：１０ １時限 ：　８：４５ ～ １０：１５    
２時限 ：１０：３０ ～ １２：００ ２時限 ：１０：３０ ～ １２：００     
３時限 ：１３：００ ～ １４：３０ ３時限 ：１３：００ ～ １４：３０     
４時限 ：１４：５０ ～ １６：２０ ４時限 ：１４：４５ ～ １６：１５     
５時限 ：１６：４０ ～ １８：１０ ５時限 ：１６：３０ ～ １８：００     

医
学
科
2
年
次

【米子地区授業時間】 【鳥取地区授業時間】

医学科教育学修プログラム

平成30年度前期

2年次



月
火

水
木

金
月

火
水

木
金

月
火

水
木

金

1
基

礎
血

液
学

基
礎

循
環

器
学

基
礎

循
環

器
学

基
礎

消
化

器
学

基
礎

呼
吸

器
学

基
礎

循
環

器
学

基
礎

循
環

器
学

基
礎

消
化

器
学

（
試

験
）

基
礎

医
学

ｾ
ﾐﾅ

ｰ
基

礎
医

学
ｾ

ﾐﾅ
ｰ

基
礎

医
学

ｾ
ﾐﾅ

ｰ
医

学
史

2
主

題
/
人

文
･社

会
医

療
英

語
Ⅰ

基
礎

循
環

器
学

基
礎

循
環

器
学

基
礎

消
化

器
学

主
題

/
人

文
･社

会
医

療
英

語
Ⅰ

基
礎

循
環

器
学

基
礎

消
化

器
学

基
礎

消
化

器
学

主
題

/
人

文
･社

会
医

療
英

語
Ⅰ

基
礎

感
覚

器
学

基
礎

感
覚

器
学

医
学

史

3
基

礎
呼

吸
器

学
基

礎
薬

理
学

基
礎

神
経

学
基

礎
栄

養
学

基
礎

神
経

学
基

礎
感

覚
器

学
基

礎
薬

理
学

基
礎

神
経

学
基

礎
栄

養
学

基
礎

神
経

学
基

礎
泌

尿
器

学
基

礎
内

分
泌

・
代

謝
学

基
礎

生
殖

器
学

基
礎

内
分

泌
・

代
謝

学
基

礎
感

覚
器

学

4
基

礎
呼

吸
器

学
基

礎
薬

理
学

基
礎

神
経

学
基

礎
血

液
学

基
礎

神
経

学
基

礎
感

覚
器

学
基

礎
薬

理
学

基
礎

神
経

学
基

礎
呼

吸
器

学
基

礎
神

経
学

基
礎

泌
尿

器
学

生
命

倫
理

学
基

礎
生

殖
器

学
生

命
倫

理
学

基
礎

感
覚

器
学

5

月
火

水
木

金
月

火
水

木
金

月
火

水
木

金

1
病

理
学

総
論

社
会

環
境

医
学

病
理

学
総

論
病

理
学

総
論

病
理

学
総

論
社

会
環

境
医

学
病

理
学

総
論

病
理

学
総

論
基

礎
医

学
特

論
社

会
環

境
医

学
基

礎
医

学
特

論
病

理
学

総
論

基
礎

医
学

特
論

2
心

理
学

医
療

英
語

Ⅱ
社

会
環

境
医

学
病

理
学

総
論

主
題

/
人

文
･社

会
心

理
学

医
療

英
語

Ⅱ
社

会
環

境
医

学
病

理
学

総
論

主
題

/
人

文
･社

会
心

理
学

医
療

英
語

Ⅱ
社

会
環

境
医

学
病

理
学

総
論

主
題

/
人

文
･社

会

3
解

剖
学

実
習

ﾋ
ｭ
ｰ

ﾏ
ﾝ
ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

Ⅱ
解

剖
学

実
習

解
剖

学
実

習
解

剖
学

実
習

解
剖

学
実

習
基

礎
医

学
実

習
解

剖
学

実
習

基
礎

医
学

実
習

解
剖

学
実

習
病

理
学

総
論

基
礎

医
学

実
習

基
礎

医
学

実
習

基
礎

医
学

実
習

基
礎

医
学

実
習

4
解

剖
学

実
習

ﾋ
ｭ
ｰ

ﾏ
ﾝ
ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

Ⅱ
解

剖
学

実
習

解
剖

学
実

習
解

剖
学

実
習

解
剖

学
実

習
基

礎
医

学
実

習
解

剖
学

実
習

基
礎

医
学

実
習

解
剖

学
実

習
病

理
学

総
論

基
礎

医
学

実
習

基
礎

医
学

実
習

基
礎

医
学

実
習

基
礎

医
学

実
習

5

※
配

当
表

の
と

お
り

実
施

で
き

な
い

科
目

が
り

ま
す

の
で

、
シ

ラ
バ

ス
を

確
認

す
る

こ
と

。
※

5
限

目
等

で
補

講
を

行
う

。
休

講
補

講
等

の
通

知
は

掲
示

板
で

行
う

の
で

確
認

す
る

こ
と

。
※

主
題

等
は

、
日

本
の

文
化

と
心

、
環

境
科

学
、

経
営

学
入

門
、

英
文

学
で

す
。

平
成

3
0
年

度
  
授

業
時

間
配

当
表

（
医

学
科

2
年

次
）

前
　

　
　

　
期

（
１

５
）

後
　

　
　

　
期

（
１

５
）

Ⅰ
ブ

ロ
ッ

ク
（
６

）
Ⅱ

ブ
ロ

ッ
ク

（
５

）
Ⅲ

ブ
ロ

ッ
ク

（
４

）

Ⅱ
ブ

ロ
ッ

ク
（
１

）
Ⅰ

ブ
ロ

ッ
ク

（
８

）
Ⅲ

ブ
ロ

ッ
ク

（
６

）



週 週

日 月 火 水 木 金 土 数 日 月 火 水 木 金 土 数

1 2 3 4 5 6 7 1 1 2 3 4 5 6 1

8 9 10 11 12 13 14 2 7 8 9 10 11 12 13 2

15 16 17 18 19 20 21 3 14 15 16 17 18 19 20 3

22 23 24 25 26 27 28 4 21 22 23 24 25 26 27 4

29 30 1 2 3 4 5 5 28 29 30 31 1 2 3 5

6 7 8 9 10 11 12 6 4 5 6 7 8 9 10 6

13 14 15 16 17 18 19 7 11 12 13 14 15 16 17 7

20 21 22 23 24 25 26 8 18 19 20 21 22 23 24 8

27 28 29 30 31 1 2 9 25 26 27 28 29 30 1 9

3 4 5 6 7 8 9 10 2 3 4 5 6 7 8 10

10 11 12 13 14 15 16 11 9 10 11 12 13 14 15 11

17 18 19 20 21 22 23 12 16 17 18 19 20 21 22 12

24 25 26 27 28 29 30 13 23 24 25 26 27 28 29 13

1 2 3 4 5 6 7 14 30 31 1 2 3 4 5

8 9 10 11 12 13 14 15 6 7 8 9 10 11 12 14

15 16 17 18 19 20 21 16 13 14 15 16 17 18 19 15

22 23 24 25 26 27 28 試 20 21 22 23 24 25 26 16

29 30 31 1 2 3 4 験 27 28 29 30 31 1 2

5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9

12 13 14 15 16 17 18 10 11 12 13 14 15 16

19 20 21 22 23 24 25 17 18 19 20 21 22 23

26 27 28 29 30 31 1 24 25 26 27 28 1 2

2 3 4 5 6 7 8 3 4 5 6 7 8 9

9 10 11 12 13 14 15 10 11 12 13 14 15 16

16 17 18 19 20 21 22 17 18 19 20 21 22 23

23 24 25 26 27 28 29 24 25 26 27 28 29 30

30 31

備考
◇ ◇
◇ ◇
◇ ◇
◇ ◇
◇ ◇
◇ ◇
◇ ◇
◇ ◇

◇
※TOEICは応用英語で高橋クラスは必ず受験してください。

月曜授業 火曜授業 水曜授業 木曜授業 金曜授業

1月15日(火)

TOEIC　※
5月2日(水)

月曜日授業

1月18日(金) 午後は休講

6月1日(金) 開学記念日
金曜日授業 12月27日(木) 月曜日授業

5月1日(火) 月曜日授業 未定　（12/8）

定期試験期間終了9月14日(金) 再試験期間開始

1月16日(水) 金曜日授業

2月8日(金)
定期試験期間開始

TOEIC　※
7月23日(月) 定期試験期間開始
8月3日(金) 定期試験期間終了 1月28日(月)

2月27日(水) 再試験期間終了

試
験

8 2
再
試

9 3

2月12日(火) 再試験期間開始9月28日(金) 再試験期間終了

未定　（6/9）

再
試

4 10

5 11

6
12

7
1

平成30年度・七曜表
（医学科2年次）

前　　　　　期 後　　　　　期

15週制



試
験

(試
験

期
間
前
の
定
期
試
験
実
施
日
時
)

再
試

験

月
日

曜
試
験
科
目

試
験

時
間

試
験

会
場

月
日

曜
試
験
科
目

試
験
時
間

試
験
会
場

2
1

月
基
礎
消
化
器
学

８
：
４
０
～

９
：
４
０

1
2
2

生
命

倫
理
学

2
8

月
基
礎
血
液
学

９
：
０
０
～

１
０
：
０
０

1
2
2

医
療

英
語
Ⅰ

5
火

基
礎
栄
養
学

８
：
４
０
～

９
：
４
０

1
2
2

基
礎

消
化
器
学

1
1

月
基
礎
薬
理
学

９
：
０
０
～

１
０
：
０
０

1
2
2

基
礎

血
液
学

1
8

月
基
礎
循
環
器
学

８
：
４
０
～

１
０
：
１
０

1
2
2

基
礎

栄
養
学

2
5

月
基
礎
呼
吸
器
学

９
：
０
０
～

１
０
：
０
０

1
2
2

基
礎

薬
理
学

医
療
英
語
Ⅰ

（
ｳ
ｨﾙ

ｼ
ｬ
ｰ
ｸ
ﾗ
ｽ
）

１
０
：
３
０
～

１
２
：
０
０

1
1
1

基
礎

循
環
器
学

医
療
英
語
Ⅰ

（
戸

野
ｸ
ﾗ
ｽ
）

１
０
：
３
０
～

１
２
：
０
０

2
6
1

基
礎

呼
吸
器
学

1
8

水
生
命
倫
理
学

９
：
０
０
～

１
０
：
０
０

1
2
2

基
礎

神
経
学

2
0

金
基
礎
神
経
学

１
３
：
０
０
～

１
５
：
０
０

1
2
2

基
礎

内
分
泌
・
代
謝
学

2
4

火
医
療
英
語
Ⅰ

（
ｼ
ﾞｱ
ﾃ
ﾞｨ
ｰ
ﾝ
ｸ
ﾗ
ｽ
）

１
０
：
３
０
～

１
２
：
０
０

2
6
2

基
礎

泌
尿
器
学

基
礎

感
覚
器
学

基
礎

生
殖
器
学

（
試

験
期

間
の
定
期
試
験
実
施
日
時
）

月
日

曜
試
験
科
目

試
験

時
間

試
験

会
場

2
5

水
基
礎
内
分
泌
・
代
謝
学

９
：
０
０
～

１
０
：
０
０

1
2
2

2
7

金
基
礎
泌
尿
器
学

１
１
：
０
０
～

１
２
：
０
０

1
2
2

3
1

火
基
礎
感
覚
器
学

８
：
４
０
～

１
０
：
１
０

1
2
2

8
2

木
基
礎
生
殖
器
学

９
：
０
０
～

１
０
：
０
０

1
2
2

※
試
験
日
程
は
予
定
で
す
。
日
程
が
変

更
に
な
る
場
合
は
再
度
案
内
し
ま
す
。

7

平
成

3
0
年

度
　
前

期
試

験
日

程
表

　
【
医

学
科

2
年

次
】

765

1
7

火
未 定



医学科2年次目次
前期

授業科目名

選択 主題 日本の文化と心 ・・・・・・

選択 主題 環境科学 ・・・・・・

選択 基幹（人文・社会） 経営学入門 ・・・・・・

選択 基幹（人文・社会） 英文学 ・・・・・・

必修 基幹（人文・社会） 生命倫理学 ・・・・・・ 1

外国語 医療英語Ⅰ（ウィルシャークラス） ・・・・・・ 2

外国語 医療英語Ⅰ（ジアディーンクラス） ・・・・・・ 3

外国語 医療英語Ⅰ（戸野クラス） ・・・・・・ 4

必修 専門科目 医学史 ・・・・・・ 5

必修 専門科目 基礎薬理学 ・・・・・・ 6

必修 専門科目 基礎栄養学 ・・・・・・ 7

必修 専門科目 基礎消化器学 ・・・・・・ 8

必修 専門科目 基礎循環器学 ・・・・・・ 9 ～ 10

必修 専門科目 基礎呼吸器学 ・・・・・・ 11

必修 専門科目 【基礎泌尿器・生殖器学】

必修 専門科目 　基礎泌尿器学 ・・・・・・ 12

必修 専門科目 　基礎生殖器学 ・・・・・・ 13

必修 専門科目 基礎感覚器学 ・・・・・・ 14 ～ 15

○ 必修 専門科目 基礎神経学 ・・・・・・ 16 ～ 19

必修 専門科目 【基礎内分泌・代謝・血液学】

必修 専門科目 　基礎内分泌・代謝学 ・・・・・・ 20

必修 専門科目 　基礎血液学 ・・・・・・ 21

必修 専門科目 基礎医学セミナー ・・・・・・ 22

※選択科目：選択、選択必修科目：選必、必修科目：必修は平成29年度入学者を基準としています。

※医療英語は、クラス分けを発表しますので、確認ください。

※主題、基幹（人文・社会）から4年次終了までに16単位以上修得してください。

※○は、公開授業講座となり、一般の方が講義を受講されることがあります。

授業のレベルについて

1：入門及び初級レベル

2：中級レベル（基礎科目）

3：中級～上級レベル（応用科目）

4：上級レベル（発展科目）

5：大学院レベル

区分

必修

1年次参照

1年次参照

1年次参照

1年次参照



生
命

倫
理

学

科
目

到
達
目
標
：
医
師

に
な
る
上
で
必
須
の
生
命
倫
理

の
基
本
理
念
を
習
得
す
る
。

科
目

責
任
者
（
所
属
）
：
尾
崎
　
米
厚
（
環
境
予
防
医
学
）

連
絡
先
：
自
分
が
割
り
振
ら
れ
た
デ
ィ
ベ
ー
ト
班
の
指
導
教
員
が
、
班
活
動
の
初
日
（
6
月
1
2
日
）
に
通
知

回
数

月
日

時
限

講
義
室

授
業
内
容

担
当

者
講

座
・

分
野

・
診

療
科

到
達
目
標

授
業
の
キ
ー
ワ
ー
ド

1
5
/
2
2
(火

)
1

1
1
1

医
の
倫
理
と
生
命

倫
理

黒
沢

　
洋

一
健

康
政

策
医

学
生

命
倫

理
学

の
基

本
原

則
、
医

の
倫

理
と
生

命
倫

理
の

規
範

を
の

重
要

性
を
認

識
す
る

生
命

倫
理

学
、
生

命
哲

学
、
ﾋ
ﾎ
ﾟｸ
ﾗ
ﾃ
ｽ
の

誓
い
、
ｼ
ﾞｭ
ﾈ
ｰ
ﾌ
ﾞ宣

言
、
ﾍ
ﾙ
ｼ
ﾝ

ｷ
宣

言
、
患

者
の

権
利

章
典

、
医

師
の

義
務

と
裁

量
権

2
5
/
2
9
(火

)
1

1
1
1

ｲ
ﾝ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾑ
ﾄﾞ
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

高
橋

　
洋

一
医

学
教

育
学

ｲ
ﾝ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾑ
ﾄﾞ
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄの

必
要

性
と
意

義
を
説

明
で
き
る

ｲ
ﾝ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾑ
ﾄﾞ
ﾁ
ｮｲ

ｽ
、
自

己
決

定
権

、
ﾌ
ﾟﾗ
ｲ
ﾊ
ﾞｼ
ｰ
、
ﾆ
ｭ
ﾙ
ﾝ
ﾍ
ﾞﾙ
ｸ
綱

領
、
ｼ
ﾞｮ
ｸ
ﾞ

ジ
ャ
カ
ル

タ
原

則
、
医

師
法

、
説

明
と
同

意
、
納

得
診

療

3
6
/
5
(火

)
4

1
1
1

ｲ
ﾝ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾑ
ﾄﾞ
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

高
橋

　
洋

一
医

学
教

育
学

ｲ
ﾝ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾑ
ﾄﾞ
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄの

方
法

と
例

外
を
理

解
で

き
る

個
人
情
報
保
護
、
情
報
開
示
、
代
理
同
意
、
精
神
疾
患
、
救
急
患
者
、
判

例
、
説

明
義

務
違

反

4
6
/
7
(木

)
4

1
1
1

ﾃ
ﾞｨ
ﾍ
ﾞｰ
ﾄ準

備
の

進
め
方

尾
崎
　
米
厚

環
境
予
防
医
学

ﾃ
ﾞｨ
ﾍ
ﾞｰ
ﾄ準

備
の
方
法
を
理
解
す
る

生
命

倫
理

、
医

療
倫

理
の

ﾄﾋ
ﾟｯ
ｸ
ｽ
、
ﾃ
ﾞｨ
ﾍ
ﾞｰ
ﾄ、

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾏ
ｯ
ﾌ
ﾟ、
文

献
検

索
、

ﾌ
ﾟﾚ
ｾ
ﾞﾝ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

手
法

5
6
/
1
2
(火

)
4

E
T
U
2
-
3
~8
,

3
-
3
~1
3
,4
-
3
~7

6
6
/
1
4
(木

)
4

E
T
U
2
-
3
~8
,

3
-
3
~1
3
,4
-
3
~7

7
6
/
1
9
(火

)
4

E
T
U
2
-
3
~8
,

3
-
3
~1
3
,4
-
3
~7

8
6
/
2
1
(木

)
4

E
T
U
2
-
3
~8
,

3
-
3
~1
3
,4
-
3
~7

9
6
/
2
6
(火

)
4

E
T
U
2
-
3
~8
,

3
-
3
~1
3
,4
-
3
~7

1
0

6
/
2
8
(木

)
4

E
T
U
2
-
3
~8
,

3
-
3
~1
3
,4
-
3
~7

1
1

7
/
3
(火

)
4

E
T
U
2
-
3
~8
,

3
-
3
~1
3
,4
-
3
~7

1
2

7
/
5
(木

)
4

E
T
U
2
-
3
~8
,

3
-
3
~1
3
,4
-
3
~7

7
/
1
0
(火

)
3
・
4
(0
.5
)

1
1
1

ﾃ
ﾞｨ
ﾍ
ﾞｰ
ﾄ

ﾃ
ﾞｨ
ﾍ
ﾞｰ
ﾄ発

表
会

　
生

命
倫

理
の

諸
問

題

7
/
1
2
(木

)
3
・
4
(0
.5
)

1
1
1

ﾃ
ﾞｨ
ﾍ
ﾞｰ
ﾄ

ﾃ
ﾞｨ
ﾍ
ﾞｰ
ﾄ発

表
会

　
生

命
倫

理
の

諸
問

題

教
育
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
の

関
連

：
2
、
3
、
4
、
7
　
学

位
授

与
の
方

針
と
の

関
連

：
2
、
3
、
4

※
到

達
目

標
・
授

業
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
確
認
の
上
、
予
習
・
復
習
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
の
レ
ベ
ル
：
中
級
か
ら
上

級
各

班
の

指
導

教
員

が
、
検

討
内
容
に
沿
っ
て
そ
の
都
度
指
示

評
価
：
定
期
試
験
5
0
％
、
実

習
態

度
5
0
％

そ
の

他
：
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行

い
ま
す
。
テ
ー
マ
及

び
班

分
け
は

担
当

分
野

で
行

い
ま
す
。

1
3
～
1
5

黒
沢

・
尾

崎
・

金
城

・
天

野
・

桑
原

・
増

本

黒
沢

・
尾

崎
・

金
城

・
天

野
・

桑
原

・
増

本

各
班

の
ﾃ
ﾞｨ
ﾍ
ﾞｰ
ﾄの

や
り
取

り
に
参

加
す
る
中

で
、
生

命
倫

理
学

の
基

本
原

則
、
重

要
な
考

え
方

、
賛

否
の

分
か

れ
る
論

点
等

を
理

解
し
、
認

識
す

る
。

ﾃ
ﾞｨ
ﾍ
ﾞｰ
ﾄ準

備
　
生
命
倫
理
の
諸
問
題

生
殖

医
療

、
出

生
前

診
断

、
人

工
妊

娠
中

絶
、
代

理
出

産
、
不

妊
治

療
、

卵
子

の
保

存
、
卵

子
核

の
人

工
的

操
作

、
終

末
期

医
療

と
安

楽
死

・
尊

厳
死

、
臓

器
移

植
、
難

病
の

遺
伝

学
的

発
症

前
診

断
、
遺

伝
子

治
療

、
治

療
的

ｸ
ﾛ
ｰ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ、
再

生
医

療
（
ｉＰ
Ｓ
細

胞
、
Ｅ
Ｓ
細

胞
等

）
、
脳

機
能

エ
ン
ハ

ン
ス
メ
ン
ト
、
脳
死
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
、
臨
床
倫
理
、
診
療
拒
否
、
意
識
混
濁
患
者
の

リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル

、
胃

ろ
う
、
人

工
透

析
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
閉
じ
込

め
症

候
群

、
が

ん
告

知
、
Ｈ
ＩＶ
ﾊ
ﾟｰ
ﾄﾅ

ｰ
告

知
、
予

防
的

乳
房

切
除

術
、
認

知
症

患
者

の
運

転
免

許
返

納
、
民

間
療

法
・
代

替
医

療
、
遺

伝
子

組
み

換
え
食

品
、
が

ん
登

録
義

務
化

、
が

ん
検

診
法

制
化

、
自

然
災

害
時

の
入

院
患

者
置

き
去

り
、
生

活
習

慣
病

の
保

険
外

診
療

、
医

療
政

策
、
健

康
ゴ
ー
ル

ド
免

許
、

医
療
ﾂ
ｰ
ﾘ
ｽ
ﾞﾑ
、
生
活
保
護
の
ｼ
ﾞｪ
ﾈ
ﾘ
ｯ
ｸ
医
薬
品
、
混
合
診
療
、
医
師
の

移
民

政
策

、
室

内
全

面
禁

煙
の

義
務

化
等

　
最

新
の

生
命

倫
理

の
課

題
、
臨
床
倫
理
の
課
題
、
医
療
政
策
の
課
題
に
つ
い
て
　
賛
成
派
、
反
対

派
に
わ

か
れ

、
ｸ
ﾞﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟﾃ
ﾞｨ
ｽ
ｶ
ｯ
ｼ
ｮﾝ

を
重

ね
、
医

学
的

、
法

的
、
国

際
的

、
公

衆
衛

生
学

的
根

拠
を
も
と
に
ﾃ
ﾞｨ
ﾍ
ﾞｰ
ﾄ準

備
を
行

い
、
立

論
ﾌ
ﾟﾚ
ｾ
ﾞﾝ
ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

を
作
成
す
る
。
反
駁
お
よ
び
反
駁
へ
の
回
答
も
準
備
す
る
。

健
康

政
策

医
学

環
境

予
防

医
学

健
康

政
策

医
学

環
境

予
防

医
学

ﾃ
ﾞｨ
ﾍ
ﾞｰ
ﾄ
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医
療

英
語

Ⅰ
（
ウ

ィ
ル

シ
ャ

ー
ク

ラ
ス

）

科
目

到
達

目
標

：
Ｂ

ｅ
ｉｎ

ｇ
　

ａ
　

Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
　

Ｍ
ｅ
ｄ
ｉｃ

ａ
ｌ　

Ｅ
ｎ

ｇ
ｌｉ
ｓ
ｈ

　
Ｓ

ｐ
ｅ
ａ
ｋ
ｅ
ｒ．

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
テ

ィ
ム

・
ウ

ィ
ル

シ
ャ

ー
（
基

礎
看

護
学

）
連

絡
先

:　
０

８
５

９
－

３
８

－
６

３
０

１
、

e
m

ai
l：

 t
im

w
@

gr
ap

e
.m

e
d.

to
tt

o
ri
-
u
.a

c
.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
連

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
4
/
3
(火

)
2

1
1
1

In
tr

o
du

c
ti
o
n

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

基
礎

看
護

学
S
e
lf
-
In

tr
o
du

c
ti
o
n

h
o
m

e
to

w
n
, 
fi
rs

t/
gi

ve
n
/
"
C

h
ri
st

ia
n
"
 n

am
e
, 
la

st
/
fa

m
ily

 n
am

e
, 
h
o
bb

ie
s/

in
te

re
st

s

2
4
/
1
0
(火

)
2

1
1
1

L
e
ss

o
n
 1

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

基
礎

看
護

学
L
if
e
 E

xp
e
c
ta

n
c
y

fi
be

r,
 h

ig
h
-
fi
be

r,
 o

be
si

ty
, 
w

ill
po

w
e
r,
 p

o
si

ti
ve

 t
h
in

ki
n
g,

 w
o
rt

hl
e
ss

, 
c
al

o
ri
e
,

c
o
n
fi
de

n
c
e

3
4
/
1
7
(火

)
2

1
1
1

L
e
ss

o
n
 2

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

基
礎

看
護

学
C

an
c
e
r 

P
re

ve
n
ti
o
n

n
it
ri
te

-
c
u
re

d,
 c

ig
ar

e
tt

e
, 
o
ve

rw
e
ig

h
t,
 b

ro
w

n
 r

ic
e
, 
su

n
ba

th
in

g,
 w

ar
t,
 m

o
le

,
h
o
ar

se
n
e
ss

, 
lu

m
p

4
4
/
2
4
(火

)
2

1
1
1

L
e
ss

o
n
 3

 小
テ

ス
ト

1
ウ

ィ
ル

シ
ャ

ー
基

礎
看

護
学

S
m

o
ki

n
g

(s
lo

w
) 
su

ic
id

e
, 
pa

c
k(

s)
, 
c
ar

bo
n
-
m

o
n
o
xi

de
, 
ab

n
o
rm

al
, 
sm

o
ki

n
g 

ba
n,

 c
o
n
ti
n
u
al

,
in

di
ge

st
io

n

5
5
/
8
(火

)
2

1
1
1

L
e
ss

o
n
 4

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

基
礎

看
護

学
P

as
si

ve
 S

m
o
ke

n
o
n
-
sm

o
ke

r,
 w

ar
n
in

g 
la

be
l, 

im
po

te
n
t,
 e

m
ph

ys
e
m

a,
 u

lc
e
r,
 i
n
h
al

e
, 
ru

in
, 
sm

e
lly

,
sm

o
ke

r'
s 

pa
ra

di
se

6
5
/
1
5
(火

)
2

1
1
1

L
e
ss

o
n
 5

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

基
礎

看
護

学
E
xe

rc
is

e
m

e
ri
t,
 c

ap
ac

it
y,

 n
e
gl

e
c
t,
 b

o
ri
n
g/

bo
re

d,
 a

e
ro

bi
c
s,

 s
u
pe

ri
o
r,
 j
o
gg

in
g

7
5
/
2
2
(火

)
2

1
1
1

L
e
ss

o
n
 6

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

基
礎

看
護

学
H

e
al

th
y 

F
o
o
d

at
tr

ac
ti
ve

, 
e
n
e
rg

e
ti
c
, 
c
h
o
le

st
e
ro

l, 
n
u
tr

it
io

u
s,

 h
ab

it
, 
e
lim

in
at

e
, 
gr

e
e
n
 t

e
a,

 b
ro

w
n

br
e
ad

8
5
/
2
9
(火

)
2

1
1
1

L
e
ss

o
n
 7

 小
テ

ス
ト

2
ウ

ィ
ル

シ
ャ

ー
基

礎
看

護
学

A
lc

o
h
o
l

al
c
o
h
o
lic

, 
dr

u
n
ke

n
n
e
ss

, 
c
h
u
gg

in
g 

(b
o
tt

o
m

s 
u
p)

, 
c
o
o
rd

in
at

io
n
, 
c
er

e
be

llu
m

,
in

te
st

in
e
s

9
6
/
5
(火

)
2

1
1
1

L
e
ss

o
n
 8

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

基
礎

看
護

学
S
tr

e
ss

re
la

x,
 w

o
rr

y,
 c

h
e
m

ic
al

s,
 c

o
lle

ag
u
e
, 
ru

in
, 
n
ic

o
ti
n
e
, 
st

u
bb

o
rn

, 
na

ïv
e
, 
to

le
ra

n
t,

m
o
o
dy

1
0

6
/
1
2
(火

)
2

1
1
1

L
e
ss

o
n
 9

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

基
礎

看
護

学
O

be
si

ty
sl

im
, 
di

ab
e
te

s,
 s

e
lf
-
c
o
n
tr

o
l, 

w
e
st

e
rn

iz
e
d,

 w
ill

po
w

e
r,
 c

o
n
su

m
pt

io
n
, 
o
ve

re
at

,
c
ir
c
u
la

to
ry

 s
ys

te
m

1
1

6
/
1
9
(火

)
2

1
1
1

L
e
ss

o
n
 1

0
ウ

ィ
ル

シ
ャ

ー
基

礎
看

護
学

D
e
n
ta

l 
C

ar
e

fl
u
o
ri
de

, 
ta

rt
ar

, 
de

c
ay

, 
ba

c
te

ri
a,

 p
ar

ti
c
le

, 
e
n
am

e
l, 

c
av

it
y,

 f
lo

ss
, 
c
it
ru

s,
 w

ax
e
d,

pl
aq

u
e
, 
pr

e
ve

n
ti
o
n

1
2

6
/
2
6
(火

)
2

1
1
1

L
e
ss

o
n
 1

1
 小

テ
ス

ト
3

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

基
礎

看
護

学
A

ID
S

H
IV

 v
ir
u
s,

 i
m

m
u
n
e
 s

ys
te

m
, 
ic

e
be

rg
, 
pr

e
ju

di
c
e
(-

fr
e
e
),
 c

o
n
do

m
, 
fa

ta
l, 

an
o
n
ym

o
u
s,

in
te

rc
o
u
rs

e

1
3

7
/
3
(火

)
2

1
1
1

発
表

/
オ

ー
ラ

ル
面

接
ウ

ィ
ル

シ
ャ

ー
基

礎
看

護
学

1
4

7
/
1
0
(火

)
2

1
1
1

発
表

/
オ

ー
ラ

ル
面

接
ウ

ィ
ル

シ
ャ

ー
基

礎
看

護
学

1
5

7
/
1
7
(火

)
2

1
1
1

発
表

/
オ

ー
ラ

ル
面

接
F
in

al
 A

ss
e
ss

m
e
n
t

ウ
ィ

ル
シ

ャ
ー

基
礎

看
護

学

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

の
関

連
：
1
、

2
、

4

学
位

授
与

の
方

針
と

の
連

関
：
2
、

4

授
業

の
レ

ベ
ル

：
2

評
価

：
定

期
試

験
　

4
0
%

　
　

　
　

参
加

　
1
5
%
, 
発

表
/
オ

ー
ラ

ル
面

接
 1

5
%
, 
小

テ
ス

ト
 (
3
個

) 
3
0
%

教
科

書
: 
H

e
al

th
ta

lk
 -

 3
rd

 E
di

ti
o
n
, 
M

ac
M

ill
an

 L
an

gu
ag

e
h
o
u
se

, 
2
0
1
4
. 
注

意
：
S
c
h
e
du

lin
g 

o
f 
u
n
it
s 

in
 t

h
e
 b

o
o
k 

an
d 

c
h
o
ic

e
 o

f 
m

at
e
ri
al

s 
ar

e
 s

u
bj

e
c
t 

to
 c

h
an

ge
.
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医
療

英
語

Ⅰ
(ジ

ア
デ

ィ
ー

ン
)

科
目

到
達

目
標

：
B

e
in

g 
a 

G
o
o
d
 M

e
d
ic

al
 E

n
gl

is
h
 S

p
e
ak

e
r.

科
目

責
任

者
(所

属
教

室
)：

マ
ー

ク
・
ジ

ア
デ

ィ
ー

ン
(非

常
勤

講
師

)

回
数

日
付

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・

診
療

科
到

連
目

標
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド

1
4
/
1
0
(火

)
2

2
6
2

C
l
a
s
s
 
o
v
e
r
v
i
e
w
/
I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
ジ

ア
デ

ィ
ー

ン
(
非

常
勤

講
師

)
"
B
r
e
a
k
i
n
g
 
t
h
e
 
I
c
e
"
 
g
a
m
e

2
4
/
1
7
(火

)
2

2
6
2

U
n
i
t
 
2

ジ
ア

デ
ィ

ー
ン

(
非

常
勤

講
師

)
I
s
l
a
n
d
 
o
f
 
N
a
u
r
u

w
o
r
l
d
w
i
d
e
 
o
b
e
s
i
t
y
,
 
s
t
r
a
t
e
g
i
e
s
,
 
p
a
t
i
e
n
t
 
a
d
v
i
c
e
,

o
b
e
s
i
t
y
 
i
n
 
J
a
p
a
n
,
 
j
u
n
k
 
f
o
o
d
/
t
e
m
p
t
a
t
i
o
n

3
4
/
2
4
(火

)
2

2
6
2

U
n
i
t
 
3

ジ
ア

デ
ィ

ー
ン

(
非

常
勤

講
師

)
P
a
s
s
i
o
n

p
a
s
s
i
o
n
 
f
o
r
 
y
o
u
r
 
p
r
o
f
e
s
s
i
o
n
,
 
h
a
p
p
i
n
e
s
s
/
p
a
s
s
i
o
n
,

i
n
s
p
i
r
a
t
i
o
n
,
 
h
o
w
 
t
o
 
c
r
e
a
t
e
 
p
a
s
s
i
o
n

4
5
/
8
(火

)
2

2
6
2

U
n
i
t
 
5

ジ
ア

デ
ィ

ー
ン

(
非

常
勤

講
師

)
H
u
m
o
u
r
 
a
n
d
 
L
a
u
g
h
t
e
r

d
i
f
f
e
r
e
n
c
e
s
 
c
h
i
l
d
r
e
n
/
a
d
u
l
t
s
,
 
w
a
y
s
 
t
o
 
c
r
e
a
t
e

l
a
u
g
h
t
e
r
,
 
h
e
a
l
t
h
 
b
e
n
e
f
i
t
s
,
 
s
t
r
e
s
s
 
r
e
l
i
e
f

5
5
/
1
5
(火

)
2

2
6
2

U
n
i
t
 
7

ジ
ア

デ
ィ

ー
ン

(
非

常
勤

講
師

)
N
u
t
r
i
t
i
o
n
 
a
n
d
 
E
x
e
r
c
i
s
e

w
e
i
g
h
t
 
t
r
a
i
n
i
n
g
 
v
s
.
 
c
a
r
d
i
o
,
 
M
e
d
i
t
e
r
r
a
n
e
a
n
 
d
i
e
t
,

e
x
e
r
c
i
s
e
 
h
a
b
i
t
s
,
 
u
n
h
e
a
l
t
h
y
 
f
o
o
d

6
5
/
2
2
(火

)
2

2
6
2

U
n
i
t
 
9

ジ
ア

デ
ィ

ー
ン

(
非

常
勤

講
師

)
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 
A
d
d
i
c
t
i
o
n

J
a
p
a
n
 
v
e
r
s
u
s
 
t
h
e
 
w
o
r
l
d
,
 
S
o
u
t
h
 
K
o
r
e
a
n
 
s
t
r
a
t
e
g
y
,
 
s
e
l
f

a
d
d
i
c
t
i
o
n
,
 
h
e
a
l
t
h
 
r
i
s
k
s

7
5
/
2
9
(火

)
2

2
6
2

M
i
d
t
e
r
m
 
a
s
s
e
s
s
m
e
n
t

ジ
ア

デ
ィ

ー
ン

(
非

常
勤

講
師

)
m
i
d
t
e
r
m
 
p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
o
n
s

8
6
/
5
(火

)
2

2
6
2

M
i
d
t
e
r
m
 
r
e
v
i
e
w
/
U
n
i
t
 
9

ジ
ア

デ
ィ

ー
ン

(
非

常
勤

講
師

)
M
i
d
t
e
r
m
 
r
e
v
i
e
w
/
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y

p
o
s
i
t
i
v
e
/
n
e
g
a
t
i
v
e
s
 
a
b
o
u
t
 
c
l
a
s
s
 
m
i
d
t
e
r
m

p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
o
n
s
,
 
f
i
n
i
s
h
 
U
n
i
t
 
9

9
6
/
1
2
(火

)
2

2
6
2

U
n
i
t
 
1
2

ジ
ア

デ
ィ

ー
ン

(
非

常
勤

講
師

)
S
u
g
a
r
 
A
d
d
i
c
t
i
o
n

"
F
e
d
-
u
p
"
&
"
S
u
g
a
r
 
t
h
e
 
B
i
t
t
e
r
 
T
r
u
t
h
"
 
v
i
d
e
o
s
,
 
S
u
g
a
r

C
h
a
l
l
e
n
g
e
,
 
s
u
g
a
r
 
a
d
d
i
c
t
i
o
n
 
i
n
 
J
a
p
a
n

1
0

6
/
1
9
(火

)
2

2
6
2

U
n
i
t
 
1
2

ジ
ア

デ
ィ

ー
ン

(
非

常
勤

講
師

)
S
u
g
a
r
 
A
d
d
i
c
t
i
o
n

h
e
a
l
t
h
 
r
i
s
k
s
,
 
h
i
s
t
o
r
y
 
o
f
 
s
u
g
a
r
 
a
d
d
i
c
t
i
o
n
,
 
r
e
c
e
n
t

t
r
e
n
d
s
,
 
s
o
l
u
t
i
o
n
s
,
 
g
l
o
b
a
l
 
s
t
r
a
t
e
g
i
e
s

1
1

6
/
2
6
(火

)
2

2
6
2

U
n
i
t
 
1
7

ジ
ア

デ
ィ

ー
ン

(
非

常
勤

講
師

)
C
i
g
a
r
e
t
t
e
 
A
d
v
e
r
t
i
s
i
n
g

n
i
c
o
t
i
n
e
,
 
s
e
c
o
n
d
h
a
n
d
 
s
m
o
k
e
,
 
c
l
a
s
s
 
s
u
r
v
e
y
,
 
s
m
o
k
i
n
g
 
i
n

J
a
p
a
n
,
 
h
e
a
l
t
h
 
r
i
s
k
s
,
 
s
o
l
u
t
i
o
n
s

1
2

7
/
3
(火

)
2

2
6
2

U
n
i
t
 
2
0

ジ
ア

デ
ィ

ー
ン

(
非

常
勤

講
師

)
W
i
n
n
i
n
g
f
r
i
e
n
d
s
/
I
n
f
l
u
e
n
c
i
n
g
 
p
e
ot
h
e
 
9
 
s
e
l
f
-
h
e
l
p
 
l
e
s
s
o
n
s
 
a
n
d
 
h
o
w
 
t
h
e
y
 
c
a
n
 
c
h
a
n
g
e
 
y
o
u
r

l
i
f
e
;
 
f
i
n
a
l
 
e
x
a
m
 
r
e
v
i
e
w

1
3

7
/
1
0
(火

)
2

2
6
2

F
i
n
a
l
 
E
x
a
m
i
n
a
t
i
o
n
s
 
1

ジ
ア

デ
ィ

ー
ン

(
非

常
勤

講
師

)
O
r
a
l
 
e
x
a
m
i
n
a
t
i
o
n
s
/
e
s
s
a
y
s

1
4

7
/
1
7
(火

)
2

2
6
2

F
i
n
a
l
 
E
x
a
m
i
n
a
t
i
o
n
s
 
2

ジ
ア

デ
ィ

ー
ン

(
非

常
勤

講
師

)
O
r
a
l
 
e
x
a
m
i
n
a
t
i
o
n
s
/
e
s
s
a
y
s

1
5

7
/
2
4
(火

)
2

2
6
2

F
i
n
a
l
 
E
x
a
m
i
n
a
t
i
o
n
s
 
3

ジ
ア

デ
ィ

ー
ン

(
非

常
勤

講
師

)
O
r
a
l
 
e
x
a
m
i
n
a
t
i
o
n
s
/
e
s
s
a
y
s

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

の
関

連
：

1
、

2
、

4

学
位

授
与

の
方

針
と

の
連

関
：

2
、

4

授
業

の
レ

ベ
ル

：
2

P
a
r
t
i
c
i
p
a
t
i
o
n
 
3
0
%
 
M
i
d
t
e
r
m
 
2
0
%

E
s
s
a
y
 
1
0
%
 
F
i
n
a
l
 
E
x
a
m
 
4
0
%

教
科

書
:
　

L
i
f
e
 
T
o
p
i
c
s
:
 
D
e
e
p
e
r
 
C
o
n
n
e
c
t
i
o
n
s
,
 
2
0
1
6
年

,
 
N
a
n
'
U
n
-
D
o
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医
療

英
語

Ⅰ
（
戸

野
ク

ラ
ス

)

科
目

到
達

目
標

：
医

療
現

場
で

英
語

の
や

り
取

り
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
医

療
に

関
連

し
た

英
文

読
解

、
英

作
文

。

科
目

責
任

教
室

（
所

属
）
：
戸

野
　

康
恵

（
非

常
勤

講
師

）
連

絡
先

：
学

務
課

を
通

し
て

連
絡

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
連

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
4
/
3
(火

)
2

2
6
2

H
o
sp

it
al

 d
e
pa

rt
m

e
n
ts

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

病
院

の
診

療
科

、
医

療
従

事
者

を
知

る
。

de
pa

rt
m

e
n
t、

 s
pe

c
ia

lis
t、

h
e
al

th
c
ar

e
 p

ro
fe

ss
io

n
al

s

2
4
/
1
0
(火

)
2

2
6
1

C
h
e
c
k-

u
p

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

検
査

の
目

的
、

適
切

な
使

用
に

つ
い

て
説

明
す

る
。

m
e
di

c
al

 p
ro

c
e
du

re
s,

 u
lt
ra

so
u
n
d,

 r
ad

ia
ti
o
n

3
4
/
1
7
(火

)
2

2
6
1

V
ac

c
in

at
io

n
戸

野
　

康
恵

非
常

勤
講

師
予

防
接

種
の

重
要

性
に

つ
い

て
説

明
す

る
。

va
c
c
in

e
, 
c
h
ild

h
o
o
d 

di
se

as
e
s

4
4
/
2
4
(火

)
2

2
6
1

O
rg

an
s

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

臓
器

の
名

称
と

働
き

を
知

る
。

o
rg

an
s

5
5
/
8
(火

)
2

2
6
1

F
o
o
d 

an
d 

h
e
al

th
戸

野
　

康
恵

非
常

勤
講

師
健

康
と

食
事

の
関

係
に

つ
い

て
説

明
す

る
。

fa
ts

, 
c
h
o
le

st
e
ro

l, 
c
ar

bo
h
yd

ra
te

s,
 h

e
al

th
 p

ro
bl

e
m

s

6
5
/
1
5
(火

)
2

2
6
1

S
tr

o
ke

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

脳
卒

中
の

症
状

、
予

後
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

sy
m

pt
o
m

, 
pr

o
gn

o
si

s,
 d

is
ab

ili
ty

7
5
/
2
2
(火

)
2

2
6
1

R
e
h
ab

ili
ta

ti
o
n

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

脳
卒

中
後

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

説
明

す
る

。
m

o
ve

m
e
n
t,
 a

c
ti
vi

ty
, 
as

si
st

an
c
e
, 
in

de
pe

n
de

n
c
e

8
5
/
2
9
(火

)
2

2
6
1

M
e
di

c
at

io
n

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

薬
の

適
切

な
使

用
に

つ
い

て
説

明
す

る
。

di
re

c
ti
o
n
, 
w

ar
n
in

g,
 s

id
e
 e

ff
e
c
t

9
6
/
5
(火

)
2

2
6
1

D
ie

ta
ry

 s
u
pp

le
m

e
n
ts

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

サ
プ

リ
メ

ン
ト

の
有

用
性

に
つ

い
て

説
明

す
る

。
su

pp
le

m
e
n
t,
 e

ff
e
c
ti
ve

n
e
ss

, 
sa

fe
ty

 a
n
d 

ri
sk

1
0

6
/
1
2
(火

)
2

2
6
1

M
u
sc

u
lo

sk
e
le

ta
l 
sy

st
e
m

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

体
の

部
位

、
骨

格
、

筋
肉

に
関

す
る

語
彙

を
知

る
。

bo
dy

 p
ar

ts
, 
bo

n
e
, 
jo

in
t,
 m

u
sc

le

1
1

6
/
1
9
(火

)
2

2
6
1

In
ju

ry
戸

野
　

康
恵

非
常

勤
講

師
傷

害
の

原
因

を
理

解
し

、
治

療
に

つ
い

て
説

明
す

る
。

sp
o
rt

s 
in

ju
ry

, 
su

rg
e
ry

, 
re

h
ab

ili
ta

ti
o
n

1
2

6
/
2
6
(火

)
2

2
6
1

M
e
n
ta

l 
h
e
al

th
戸

野
　

康
恵

非
常

勤
講

師
う

つ
の

対
処

法
に

つ
い

て
助

言
す

る
。

tr
au

m
a,

 d
e
pr

e
ss

io
n

1
3

7
/
3
(火

)
2

2
6
1

R
e
vi

e
w

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

既
習

事
項

の
復

習
、

発
表

準
備

1
4

7
/
1
0
(火

)
2

2
6
1

P
re

se
n
ta

ti
o
n
s

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

発
表

1
5

7
/
1
7
(火

)
2

2
6
1

試
験

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

の
関

連
：
1
、

2
、

4

学
位

授
与

の
方

針
と

の
連

関
：
2
、

4

授
業

の
レ

ベ
ル

：
2

評
価

：
定

期
試

験
6
0
％

、
小

テ
ス

ト
2
0
％

、
課

題
提

出
2
0
％

指
定

教
科

書
：
教

材
は

そ
の

都
度

配
布

し
ま

す
。
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医
学

史

科
目

到
達

目
標

：
医

学
の
歴
史
を
通
じ
て
医
学
・
医
療
の

考
え
方

の
全

体
像

（
体

系
）
を
学

ぶ
。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
久
留
　
一
郎
（
再
生
医
療

学
）

連
絡

先
：
研

究
室

T
E
L
:0
8
5
9
-
3
8
-
6
4
4
5

回
数

月
日

時
限

講
義
室

講
義
内
容

担
当
者

講
座
・

分
野
・
診
療
科

到
達
目
標

講
義
の
キ
ー
ワ
ー
ド

1
6
/
6
(水

)
2

1
3
1

脳
の
機
能
の
解
析
と
病
気
の
研
究
の
背
景
に
あ
る

脳
神
経
系
の
研
究
の
進
歩

を
理
解
す
る
。

兼
子
　
幸
一

精
神
行
動
医
学

脳
の

構
造

機
能

連
関

の
歴

史
的

進
歩

を
知

る
こ
と
で
、
現

代
脳
科
学
の
発
展
と
そ
の
最
前
線
を
大
局
的
に
理
解
で

き
る
。

脳
解
剖
、
失
語
症
、
大
脳
の
機
能
的

マ
ッ
プ
、
脳
機
能
に
関
す
る
局
在
論
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論

2
6
/
8
(金

)
2

1
3
1

時
系
列
で
体
液
・
固
体
病
理
説
を
考
え
な
が
ら
解
剖

学
・
生
理
学
・
病
理
学
の
順
に
発
展
し
て
ゆ
く
様
を
理

解
す
る
。

久
留
　
一
郎

再
生
医
療
学

体
液
・
固
体
病
理
説
の
概
念
を
理
解
し
ﾋ
ﾎ
ﾟｸ
ﾗ
ﾃ
ｽ
の
誓
い

を
学
ぶ
。
解
剖
学
と
生
理
学
と
病
理
学
の
発
展
を
理
解
す

る
。

ﾋ
ﾎ
ﾟｸ
ﾗ
ﾃ
ｽ
、
ｶ
ｳ
ﾞｪ
ｻ
ﾘ
ｳ
ｽ
、
ﾊ
ｰ
ｳ
ﾞｨ
ｰ
、
ﾊ
ﾟﾗ

ｹ
ﾙ
ｽ
ｽ
、
ｻ
ﾝ
ﾄﾘ
ｵ
、
ﾓ
ﾙ
ｶ
ﾞｰ
ﾆ
ｰ
、
ﾌ
ﾞｰ
ﾙ
ﾊ
ｰ

ﾌ
ｪ

4
6
/
1
2
(火

)
3

1
3
1

心
臓
外
科
学
の
発
展
を
一

例
と
し
て
外
科
学
発
展

の
歴
史
を
理
解
す
る
。

西
村
　
元
延

器
官
再
生

外
科
学

心
臓
外
科
学
の
発
展
を
と
お
し
て
、
様
々
な
問
題
の
解
決

の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
た
か
を

理
解

す
る
。

開
心
術
、
人
工
心
肺
装
置
、
心
筋
保
護

法
、
人
工
心
臓
、
人
工
臓
器

3
6
/
1
4
(木

)
1

1
3
1

時
系
列
で
医
学
が
実
験
医
学
と
結
び
つ
き
生
理
学

や
生
化
学
、
細
胞
病
理
学
へ
と
進
歩
す
る
経
過
を

理
解

す
る
。

久
留
　
一
郎

再
生
医
療
学

生
命
現
象
を
生
命
固
有
の
現
象
と
す
る
考
え
方
が
生
理

学
生
化
学
へ
と
発
展
し
た
こ
と
を
知
る
。

ピ
ネ
ル

、
ﾋ
ﾞｼ
ｬ
、
フ
ッ
ク
、
マ
ル

ピ
ギ
、

ﾐｭ
ｰ
ﾗ
ｰ
、
ｳ
ｨﾙ

ﾋ
ｮｳ

、
ハ

ラ
ｰ
、
ベ
ル

ナ
ー

ル

5
6
/
2
0
(水

)
2

1
3
1

公
衆

衛
生

の
歴

史
に
つ
い
て
概

説
す
る
。

黒
沢

　
洋

一
健

康
政

策
医

学
人
類
の
共
同
生
活
の
組
織
的
な
努
力
を
通
じ
て
疾
病
を

予
防
し
て
き
た
歴
史
(検

疫
、
産
業
保
健
、
社
会
制
度
)を

理
解

す
る
。

検
疫

、
ﾗ
ﾏ
ｯ
ﾁ
ｨｰ

ﾆ
、
ﾁ
ｬ
ﾄﾞ
ｳ
ｯ
ｸ
、
公

衆
衛

生
法
、
ｺ
ｯ
ﾎ
、
ﾍ
ﾟｯ
ﾃ
ﾝ
ｺ
ｯ
ﾌ
ｧ
ｰ
、
病
気
の
三

要
因
、

6
6
/
2
2
(金

)
2

1
3
1

時
系
列
で
感
染
症
の
克
服
を
通
し
て
細
菌
病
理
学

や
細

胞
病

理
学

が
進

歩
す
る
こ
と
を
概

説
す
る
。

久
留
　
一
郎

再
生
医
療
学

感
染
症
が
細
菌
病
理
学
で
説
明
さ
れ
る
過
程
を
知
る
。

抗
生
物
質
な
ど
の
治
療
法
の
発
見
の
過
程
を
理
解
す

る
。

ヘ
ン
レ
、
ﾊ
ﾟｽ
ﾂ
ｰ
ﾙ
、
ｺ
ｯ
ﾎ
、
ｾ
ﾞﾝ
ﾒ
ﾙ
ﾜ
ｲ
ｽ
、

ﾘ
ｽ
ﾀ
ｰ
、
ｴ
ｰ
ﾘ
ｯ
ﾋ
、
ﾌ
ﾚ
ﾐﾝ

ｸ
ﾞ

7
6
/
2
6
(火

)
3

1
3
1

薬
剤
開
発
と
薬
効
評
価
法
、
薬
物
治
療
の
倫
理
面

な
ど
の
歴
史
的
変
遷
を
述

べ
る
。

今
村
　
武
史

分
子
薬
理
学

治
療
薬
開
発
の
歴
史
を
学
び
、
臨
床
試
験
、
薬
物
治
療

の
倫
理
や
制
度
を
理
解
す
る
。

創
薬
、
倫
理
、
臨
床
試
験
、
薬
効
評
価
、

医
薬
品
分
類

8
7
/
6
(金

)
2

1
2
2

ま
と
め
/
試

験
久

留
　
一

郎
再

生
医

療
学

学
ん
だ
知
識
を
総
括
し
、
医
学
を
学
ぶ
上
で
の
医
学
史
の
重
要
性
を
認
識
す
る
。

教
育

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
と
の
関
連
：
1
、
7

※
到

達
目

標
・
授

業
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
確

認
の

上
、
予

習
・
復

習
し
て
く
だ
さ
い
。

学
位
授
与
の
方
針
と
の
関

連
：
1
、
4

授
業

の
レ
ベ
ル

：
2

評
価

：試
験

レ
ポ
ー
ト
　
な
し

参
考
書
：
医
学
の
歴
史

　
梶

田
　
昭

（
著

）
　
講

談
社

学
術

文
庫
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基
礎

薬
理

学

科
目

到
達

目
標

：
薬

の
生

体
に

対
す

る
作

用
を

理
解

し
薬

に
つ

い
て

正
し

い
知

識
を

得
る

。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
今

村
　

武
史

（
分

子
薬

理
学

）
連

絡
先

：
研

究
室

T
E
L
: 
0
8
5
9
-
3
8
-
6
1
6
3

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
4
/
3
(火

)
4

1
3
1

薬
理

学
概

論
今

村
　

武
史

分
子

薬
理

学
薬

と
は

何
か

、
薬

剤
情

報
の

理
解

薬
物

、
薬

物
受

容
体

、
薬

物
動

態
、

薬
力

学

2
4
/
1
0
(火

)
3

1
3
1

P
h
ar

m
ac

o
dy

n
am

ic
s（

１
）
用

量
反

応
関

係
今

村
　

武
史

分
子

薬
理

学
用

量
反

応
曲

線
の

理
解

E
D

5
0
、

P
o
te

n
c
y、

E
ff

ic
ac

y、
L
D

5
0
、

T
D

5
0
、

治
療

係
数

3
4
/
1
0
(火

)
4

1
3
1

P
h
am

ac
o
d
yn

am
ic

s（
２

）
薬

物
受

容
体

今
村

　
武

史
分

子
薬

理
学

受
容

体
の

構
造

・
特

性
を

理
解

、
そ

れ
を

基
に

し
て

受
容

体
作

動
薬

、
受

容
体

拮
抗

薬
の

理
解

リ
ガ

ン
ド

、
完

全
活

性
薬

、
部

分
活

性
薬

、
競

合
拮

抗
薬

、
解

離
定

数
（
K
D

）
、

pA
2
値

4
4
/
1
7
(火

)
3

1
3
1

P
h
am

ac
o
ki

n
e
ti
c
s 

A
D

M
E
（
１

）
島

田
　

美
樹

薬
剤

部
薬

物
の

吸
収

・
分

布
・
代

謝
・
排

泄
の

機
序

の
理

解
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
、

半
減

期
、

A
U

C
、

初
回

通
過

効
果

、
分

布
容

積
、

生
体

利
用

率

5
4
/
1
7
(火

)
4

1
3
1

P
h
am

ac
o
ki

n
e
ti
c
s 

A
D

M
E
（
２

）
島

田
　

美
樹

薬
剤

部
薬

物
の

吸
収

・
分

布
・
代

謝
・
排

泄
の

機
序

の
理

解

薬
理

遺
伝

学
、

薬
物

動
態

に
影

響
を

与
え

る
因

子
、

薬
物

動
態

の
個

人
差

・
人

種
差

、
T
h
e
ra

pe
u
ti
c
 d

ru
g 

m
o
n
it
o
ri
n
g、

薬
物

動
態

を
指

向
し

た
医

薬
品

開
発

6
4
/
2
4
(火

)
3

1
3
1

薬
物

代
謝

と
C

Y
P

、
薬

害
・
副

作
用

 薬
物

代
謝

に
関

す
る

相
互

作
用

島
田

　
美

樹
薬

剤
部

薬
物

代
謝

を
規

定
す

る
因

子
、

薬
物

相
互

作
用

の
理

解
C

Y
P

、
酵

素
誘

導
、

酵
素

阻
害

、
薬

物
相

互
作

用
全

般

7
4
/
2
4
(火

)
4

1
3
1

神
経

作
用

薬
序

論
今

村
　

武
史

分
子

薬
理

学
神

経
作

用
薬

の
作

用
点

、
作

用
機

序
を

理
解

す
る

神
経

伝
達

物
質

、
薬

剤
作

用
点

、
再

取
り

込
み

、
受

容
体

8
5
/
1
(火

)
3

1
3
1

生
理

活
性

物
質

と
関

連
薬

（
１

）
西

山
　

成
分

子
薬

理
学

（
非

常
勤

講
師

）
血

管
作

動
性

物
質

と
関

連
薬

の
理

解
オ

ー
タ

コ
イ

ド
、

ア
ン

ギ
オ

テ
ン

シ
ン

、
エ

ン
ド

セ
リ

ン
、

一
酸

化
窒

素

9
5
/
1
(火

)
4

1
3
1

生
理

活
性

物
質

と
関

連
薬

（
２

）
西

山
　

成
分

子
薬

理
学

（
非

常
勤

講
師

）
血

管
作

動
性

物
質

と
関

連
薬

の
理

解
オ

ー
タ

コ
イ

ド
、

ア
ン

ギ
オ

テ
ン

シ
ン

、
エ

ン
ド

セ
リ

ン
、

一
酸

化
窒

素

1
0

5
/
8
(火

)
3

1
3
1

自
律

神
経

作
用

薬
（
１

）
澤

野
　

達
哉

分
子

薬
理

学
交

感
神

経
系

作
用

薬
の

作
用

の
理

解
ア

ド
レ

ナ
リ

ン
作

用
薬

、
α

受
容

体
、

β
受

容
体

1
1

5
/
8
(火

)
4

1
3
1

自
律

神
経

作
用

薬
（
２

）
澤

野
　

達
哉

分
子

薬
理

学
交

感
神

経
系

作
用

薬
の

作
用

の
理

解
ア

ド
レ

ナ
リ

ン
作

用
薬

、
α

受
容

体
、

β
受

容
体

1
2

5
/
1
5
(火

)
3

1
3
1

生
理

活
性

物
質

と
関

連
薬

（
３

）
森

野
　

勝
太

郎
分

子
薬

理
学

（
非

常
勤

講
師

）
糖

代
謝

関
連

薬
の

理
解

イ
ン

ス
リ

ン
、

S
U

受
容

体
、

イ
ン

ク
レ

チ
ン

受
容

体
、

D
P

P
4

S
G

L
T
2
受

容
体

、
A

M
P

K
、

P
P

A
R

γ
、

α
グ

リ
コ

シ
ダ

ー
ゼ

1
3

5
/
1
5
(火

)
4

1
3
1

生
理

活
性

物
質

と
関

連
薬

（
４

）
森

野
　

勝
太

郎
分

子
薬

理
学

（
非

常
勤

講
師

）
糖

代
謝

関
連

薬
の

理
解

イ
ン

ス
リ

ン
、

S
U

受
容

体
、

イ
ン

ク
レ

チ
ン

受
容

体
、

D
P

P
4

S
G

L
T
2
受

容
体

、
A

M
P

K
、

P
P

A
R

γ
、

α
グ

リ
コ

シ
ダ

ー
ゼ

1
4

5
/
2
2
(火

)
3

1
3
1

自
律

神
経

作
用

薬
（
３

）
市

原
　

克
則

分
子

薬
理

学
副

交
感

神
経

系
作

用
薬

の
作

用
の

理
解

コ
リ

ン
作

用
薬

、
ム

ス
カ

リ
ン

受
容

体
、

ニ
コ

チ
ン

受
容

体

1
5

5
/
2
2
(火

)
4

1
3
1

自
律

神
経

作
用

薬
（
４

）
市

原
　

克
則

分
子

薬
理

学
副

交
感

神
経

系
作

用
薬

の
作

用
の

理
解

コ
リ

ン
作

用
薬

、
ム

ス
カ

リ
ン

受
容

体
、

ニ
コ

チ
ン

受
容

体

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2
、

3
、

5
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

2
、

3

授
業

の
レ

ベ
ル

：
2

評
価

 定
期

試
験

8
0
%

小
試

験
・
レ

ポ
ー

ト
2
0
%
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基
礎

栄
養

学

科
目
到

達
目

標
：
病
態
時
に
お
け
る
栄
養
代
謝
状
態
の

変
化

と
そ
の

対
処

法
が

説
明

で
き
る

科
目
責

任
者

（
所

属
教
室
）
：
松
浦
　
達
也
（
統
合
分
子
医

化
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義
室

授
業
内
容

担
当
者
名

講
座
・

分
野
・
診
療
科

到
達
目
標

授
業
の
キ
ー
ワ
ー
ド

1
4
/
3
(火

)
3

1
3
1

栄
養

学
的

エ
ネ
ル
ギ
ー
代

謝
論

松
浦

　
達

也
統

合
分

子
医

化
学

人
体

の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消

費
に
つ
い
て
説

明
で
き
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
定
義
、
食
品
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
呼
吸

商
、
基
礎
代
謝
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
、
推
定
エ
ネ
ル

ギ
ー
必
要
量
、
栄
養
法
（
経
腸
栄
養
、
経
静
脈
栄
養
）
、

N
S
T

2
4
/
5
(木

)
3

1
3
1

生
体
内
代
謝
の
統
合

松
浦
　
達
也

統
合
分
子
医
化
学

生
体
の
恒
常
性
維
持
と
適
応
調
節
が
説
明
で
き
る

糖
質
代
謝
、
脂
質
代
謝
、
ア
ミ
ノ
酸
代
謝
、
臓
器
相
関
、

同
化
作
用
、
異
化
作
用
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
質

3
4
/
1
2
(木

)
3

1
3
1

飢
餓
時
の
代
謝
と
栄
養
補
給

松
浦
　
達
也

統
合
分
子
医
化
学

飢
餓
時
の
代
謝
変
化
と
そ
の
た
め
の
栄
養
補
給
が

説
明
で
き
る

エ
ネ
ル

ギ
ー
代

謝
、
ホ
ル

モ
ン
調

節
、
血

糖
、
肝

臓
、
ケ
ト

ン
体
、
加
齢
と
栄
養
（
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
、
フ
レ
イ
ル
）

4
4
/
1
9
(木

)
3

1
3
1

過
食
時
の
代
謝
変
化

松
浦
　
達
也

統
合
分
子
医
化
学

過
食
時
の
代
謝
変
化
と
病
態
生
理
と
の
関
連
が
説

明
で
き
る

肥
満
、
脂
肪
組
織
、
ホ
ル
モ
ン
調
節
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム

5
4
/
2
6
(木

)
3

1
3
1

運
動

時
の
代

謝
松

浦
　
達

也
統

合
分

子
医

化
学

運
動
時

に
お
け
る
代

謝
を
説
明

で
き
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
変
化
、
有
酸
素
運
動
、
嫌
気
的
代

謝
、
骨

格
筋

、
A
M
P
K
、
マ
イ
オ
カ
イ
ン

6
5
/
1
0
(木

)
3

1
3
1

未
定

河
井
一
明

産
業
医
科
大
学

（
非
常
勤
講
師
）

未
定

未
定

7
5
/
2
4
(木

)
3

1
3
1

フ
リ
ー
ラ
ジ
カ
ル

と
活

性
酸

素
（
1
）

松
浦

　
達

也
統

合
分

子
医

化
学

活
性
酸
素
の
発
生
、
作
用
、
消
去
機
構
を
説
明
で
き

る
フ
リ
ー
ラ
ジ
カ
ル
・
活
性
酸
素
の
種
類
、
発
生
機
構
、
脂

質
過

酸
化

、
酸

化
ス
ト
レ
ス

8
5
/
2
5
(金

)
1

1
3
1

フ
リ
ー
ラ
ジ
カ
ル

と
活

性
酸

素
（
2
）

松
浦

　
達

也
統

合
分

子
医

化
学

活
性
酸
素
の
発
生
、
作
用
、
消
去
機
構
を
説
明
で
き

る
フ
リ
ー
ラ
ジ
カ
ル
・
活
性
酸
素
の
消
去
機
構
、
抗
酸
化
酵

素
、
抗
酸
化
物
質
、
抗
酸
化
機
能
性
食
品

教
育

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
と
の
関
連
：
2
、
3
、
5

※
到

達
目

標
・
授

業
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
確

認
の

上
、
予

習
・
復

習
し
て
く
だ
さ
い
。

学
位
授
与
方
針
と
の
関
連
：
1

授
業
の
レ
ベ
ル
：
2

評
　
価

：
定

期
試

験
（
選

択
問

題
お
よ
び
記

述
問

題
）
　
1
0
0
%
。
た
だ
し
、
単
位
認
定
規
則
の
出
席
時
間
不
足
者
は
受
験
を
認
め
な
い
。

そ
の
他
：
プ
リ
ン
ト
を
講

義
時

間
に
配

付
す
る
。
授

業
外

学
習

は
講
義
プ
リ
ン
ト
や
参
考
書
を
使
っ
て
復
習
を
中
心
に
行
う
こ
と
を
勧
め
る
。

参
考
書
：
臨
床
栄
養
医
学

、
栄

養
科

学
イ
ラ
ス
ト
レ
イ
テ
ッ
ド
　
基
礎
栄
養
学
、
栄
養
科
学
イ
ラ
ス
ト
レ
イ
テ
ッ
ド
　
臨
床
栄
養
学
　
基
礎
編
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基
礎

消
化

器
学

科
目

到
達

目
標

：
消

化
器

系
の

発
生

と
構

造
お

よ
び

機
能

を
理

解
し

、
そ

れ
ら

を
病

態
と

関
連

づ
け

て
説

明
で

き
る

。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
松

浦
　

達
也

　
（
統

合
分

子
医

化
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
4
/
2
(月

)
3

1
3
1

消
化

管
の

一
般

構
造

、
食

道
・
胃

の
構

造
中

根
　

裕
信

解
剖

学
消

化
管

の
一

般
構

造
、

食
道

・
胃

の
構

造
を

説
明

で
き

る
。

粘
膜

、
筋

層
、

漿
膜

、
狭

窄
部

位
、

胃
底

、
噴

門
、

幽
門

、
小

弯
、

大
弯

、
胃

腺

2
4
/
2
(月

)
4

1
3
1

小
腸

、
大

腸
の

構
造

中
根

　
裕

信
解

剖
学

小
腸

、
大

腸
の

構
造

を
説

明
で

き
る

。
回

盲
部

、
虫

垂
、

結
腸

ヒ
モ

、
腹

膜
垂

、
結

腸
膨

起
、

腸
絨

毛
、

パ
イ

エ
ル

板

3
4
/
5
(木

)
4

1
3
1

消
化

管
の

発
生

中
根

　
裕

信
解

剖
学

消
化

管
の

形
成

過
程

を
説

明
で

き
る

。
前

腸
、

中
腸

、
後

腸
、

メ
ッ

ケ
ル

憩
室

、
胃

間
膜

、
腸

ル
ー

プ
の

回
転

、
網

嚢

4
4
/
6
(金

)
1

1
3
1

膵
臓

、
胆

嚢
の

構
造

中
根

　
裕

信
解

剖
学

膵
臓

、
胆

嚢
の

構
造

を
説

明
で

き
る

。
胆

嚢
底

、
肝

管
、

胆
嚢

管
、

総
胆

管
、

オ
ッ

デ
ィ

括
約

筋
、

副
膵

管
、

外
分

泌
部

、
膵

島

5
4
/
9
(月

)
3

1
3
1

口
腔

、
歯

、
舌

、
唾

液
腺

の
構

造
小

谷
　

勇
口

腔
顎

顔
面

病
態

外
科

学
口

腔
、

歯
、

舌
、

唾
液

腺
の

構
造

を
理

解
す

る
。

口
腔

、
粘

膜
、

歯
、

歯
周

組
織

、
小

唾
液

腺
、

大
唾

液
腺

、
舌

、
上

顎
骨

、
下

顎
骨

、
口

蓋
、

顎
関

節

6
4
/
9
(月

)
4

1
3
1

肝
臓

の
構

造
加

藤
　

雅
子

分
子

病
理

学
肝

臓
の

構
造

、
構

成
細

胞
肝

細
胞

、
類

洞
、

ク
ッ

パ
ー

細
胞

、
星

細
胞

、
グ

リ
ソ

ン
鞘

、
胆

管

7
4
/
1
3
(金

)
3

組
織

系
組

織
実

習
（
１

）
（
医

2
年

次
）

中
根

　
裕

信
解

剖
学

食
道

、
胃

の
構

造
を

説
明

で
き

る
。

食
道

腺
、

筋
層

、
筋

間
神

経
叢

、
粘

膜
下

神
経

叢
、

主
細

胞
、

副
細

胞
、

旁
細

胞
、

G
細

胞

8
4
/
1
3
(金

)
4

組
織

系
組

織
実

習
（
２

）
（
医

2
年

次
）

中
根

　
裕

信
解

剖
学

小
腸

、
大

腸
、

膵
臓

、
胆

嚢
、

肝
臓

の
構

造
を

説
明

で
き

る
。

輪
状

ひ
だ

、
腸

絨
毛

、
陰

窩
、

腸
腺

、
ﾘ
ﾝ
ﾊ

ﾟ小
節

、
膵

管
、

腺
房

、
腺

房
中

心
細

胞
、

膵
島

、
肝

小
葉

、
類

洞
、

ｸ
ﾞﾘ

ｿ
ﾝ
鞘

、
三

つ
組

9
4
/
2
0
(金

)
1

1
3
1

消
化

液
の

分
泌

松
尾

　
聡

適
応

生
理

学
唾

液
、

胃
液

、
膵

液
の

分
泌

と
作

用
唾

液
、

ア
ミ

ラ
ー

ゼ
、

胃
液

、
胃

酸
、

ペ
プ

シ
ン

、
膵

液
、

ト
リ

プ
シ

ン
，

膵
ア

ミ
ラ

ー
ゼ

、
膵

リ
パ

ー
ゼ

、
H

C
O

3
-

1
0

4
/
2
0
(金

)
2

1
3
1

消
化

と
吸

収
松

尾
　

聡
適

応
生

理
学

管
腔

内
消

化
、

終
末

消
化

、
吸

収
過

程
能

動
輸

送
、

担
体

輸
送

、
共

輸
送

、
糖

質
・
蛋

白
質

・
脂

質
の

吸
収

1
1

4
/
2
7
(金

)
1

1
3
1

消
化

管
の

運
動

松
尾

　
聡

適
応

生
理

学
消

化
管

の
運

動
嚥

下
、

輪
走

筋
、

縦
走

筋
、

機
能

的
合

胞
体

、
ア

ウ
エ

ル
バ

ッ
ハ

神
経

叢
、

sl
o
w

 w
av

e
、

蠕
動

運
動

、
排

便

1
2

4
/
2
7
(金

)
2

1
3
1

消
化

の
神

経
性

、
液

性
調

節
松

尾
　

聡
適

応
生

理
学

腸
管

神
経

系
、

外
来

神
経

、
消

化
管

ホ
ル

モ
ン

壁
内

神
経

叢
、

迷
走

神
経

、
ガ

ス
ト

リ
ン

、
セ

ク
レ

チ
ン

、
コ

レ
シ

ス
ト

キ
ニ

ン

1
3

5
/
2
(水

)
1

1
3
1

肝
臓

の
機

能
（
１

）
松

浦
　

達
也

統
合

分
子

医
化

学
糖

質
、

脂
質

、
タ

ン
パ

ク
質

、
薬

物
代

謝
の

説
明

グ
リ

コ
ー

ゲ
ン

、
糖

新
生

、
ケ

ト
ン

体
、

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
、

リ
ポ

タ
ン

パ
ク

、
尿

素
サ

イ
ク

ル
、

シ
ト

ク
ロ

ム
P

4
5
0
、

肝
細

葉
、

肝
組

織
代

謝
酵

素
の

分
布

特
性

1
4

5
/
2
(水

)
2

1
3
1

肝
臓

の
機

能
（
２

）
松

浦
　

達
也

統
合

分
子

医
化

学
胆

汁
酸

、
金

属
、

ビ
タ

ミ
ン

、
ア

ル
コ

ー
ル

代
謝

の
説

明
ビ

タ
ミ

ン
A

、
 ビ

タ
ミ

ン
D

、
ビ

タ
ミ

ン
K
、

鉄
・
銅

代
謝

、
急

性
期

タ
ン

パ
ク

質
、

A
D

H
、

A
L
D

H
、

 M
E
O

S
、

非
実

質
肝

細
胞

の
機

能

1
5

5
/
8
(火

)
1

1
3
1

胆
膵

系
の

機
能

松
浦

　
達

也
統

合
分

子
医

化
学

胆
膵

系
の

機
能

と
病

態
の

理
解

胆
汁

、
胆

汁
酸

代
謝

、
ビ

リ
ル

ビ
ン

代
謝

、
黄

疸
、

消
化

酵
素

、
胆

石
症

、
胆

嚢
炎

、
胆

管
炎

、
膵

炎

1
6

5
/
9
(水

)
1

1
3
1

消
化

器
疾

患
治

療
薬

（
１

）
今

村
　

武
史

分
子

薬
理

学
消

化
性

潰
瘍

治
療

薬
の

理
解

胃
酸

分
泌

、
H

2
レ

セ
プ

タ
ー

、
H

2
ブ

ロ
ッ

カ
ー

、
プ

ロ
ト

ン
ポ

ン
プ

、
プ

ロ
ト

ン
ポ

ン
プ

イ
ン

ヒ
ビ

タ
ー

1
7

5
/
9
(水

)
2

1
3
1

消
化

器
疾

患
治

療
薬

（
２

）
今

村
　

武
史

分
子

薬
理

学
膵

炎
治

療
薬

の
理

解
急

性
膵

炎
、

慢
性

膵
炎

、
ケ

ミ
カ

ル
メ

デ
ィ

エ
ー

タ
ー

、
ガ

ベ
キ

サ
ー

ト
メ

シ
ル

酸
塩

、
ナ

フ
ァ

モ
ス

タ
ッ

ト
メ

シ
ル

酸
塩

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2
、

3
、

5
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

方
針

と
の

関
連

：
1

授
業

の
レ

ベ
ル

：
2

評
価

：
本

試
験

は
筆

記
試

験
＋

実
習

評
点

　
1
0
0
%
。

た
だ

し
、

単
位

認
定

規
則

の
出

席
時

間
不

足
者

は
受

験
を

認
め

な
い

。
再

試
験

は
筆

記
試

験
の

み
で

評
価

す
る

。
そ

の
他

：
組

織
実

習
は

組
織

系
実

習
室

に
て

お
こ

な
う

。
そ

の
際

、
パ

ソ
コ

ン
、

色
鉛

筆
（
1
2
色

程
度

）
、

L
A

N
ケ

ー
ブ

ル
を

持
参

の
こ

と
。

授
業

外
学

習
は

講
義

プ
リ

ン
ト

や
参

考
書

を
使

っ
て

復
習

を
中

心
に

行
う

こ
と

を
勧

め
る

。
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基
礎

循
環

器
学

科
目

到
達

目
標

：
心

臓
、

血
管

系
の

正
常

構
造

と
機

能
に

関
す

る
知

識
を

習
得

し
て

、
病

態
の

理
解

や
診

断
・
治

療
に

応
用

で
き

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
海

藤
　

俊
行

（
解

剖
学

）
連

絡
先

：
 0

8
5
9
-
3
8
-
6
0
1
1
 （

解
剖

学
）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
4
/
2
(月

)
1

1
3
1

心
臓

の
構

造
海

藤
　

俊
行

解
剖

学
心

臓
の

構
造

を
説

明
で

き
る

心
臓

の
構

造
に

関
わ

る
疾

患
の

例
を

理
解

で
き

る
右

心
房

、
右

心
室

、
左

心
房

、
左

心
室

、
心

膜
、

刺
激

伝
導

系

2
4
/
2
(月

)
2

1
3
1

心
臓

の
弁

と
血

管
・
神

経
海

藤
　

俊
行

解
剖

学
心

臓
の

弁
の

構
造

と
心

臓
に

分
布

す
る

血
管

・
神

経
を

説
明

で
き

る
弁

に
関

わ
る

疾
患

の
例

を
理

解
で

き
る

肺
動

脈
弁

、
大

動
脈

弁
、

僧
帽

弁
、

三
尖

弁
、

心
音

、
冠

状
動

脈
、

心
臓

の
画

像
診

断
、

神
経

支
配

3
4
/
4
(水

)
1

1
3
1

体
循

環
と

肺
循

環
、

大
動

脈
と

頭
頚

部
の

動
脈

海
藤

　
俊

行
解

剖
学

体
循

環
と

肺
循

環
を

説
明

で
き

る
大

動
脈

の
走

行
と

主
な

枝
を

図
示

し
て

概
説

で
き

る
頭

頚
部

の
主

な
動

脈
を

図
示

し
、

分
布

域
を

概
説

で
き

る
動

脈
に

関
わ

る
疾

患
の

例
を

理
解

で
き

る

体
循

環
、

肺
循

環
、

大
動

脈
、

総
頚

動
脈

、
外

頚
動

脈
、

内
頚

動
脈

4
4
/
4
(水

)
2

1
3
1

脳
の

動
脈

、
上

肢
の

動
脈

海
藤

　
俊

行
解

剖
学

脳
の

主
な

動
脈

を
図

示
し

、
分

布
域

を
概

説
で

き
る

上
肢

の
主

な
動

脈
を

図
示

し
、

分
布

域
を

概
説

で
き

る
動

脈
に

関
わ

る
疾

患
の

例
を

理
解

で
き

る

前
・
中

・
後

大
脳

動
脈

、
椎

骨
動

脈
、

大
脳

動
脈

輪
、

腋
窩

動
脈

、
上

腕
動

脈
、

橈
骨

動
脈

、
尺

骨
動

脈
、

浅
掌

・
深

掌
動

脈
弓

5
4
/
1
1
(水

)
1

1
3
1

胸
大

動
脈

と
腹

大
動

脈
の

枝
海

藤
　

俊
行

解
剖

学
胸

動
脈

と
腹

大
動

脈
の

枝
を

図
示

し
、

分
布

域
を

概
説

で
き

る
動

脈
に

関
わ

る
疾

患
の

例
を

理
解

で
き

る

胸
大

動
脈

、
肋

間
動

脈
、

腹
大

動
脈

、
腹

腔
動

脈
、

上
腸

間
動

脈
、

下
腸

間
動

脈
、

腎
動

脈

6
4
/
1
1
(水

)
2

1
3
1

骨
盤

と
下

肢
の

動
脈

、
静

脈
系

の
特

徴
、

上
大

静
脈

と
下

大
静

脈
海

藤
　

俊
行

解
剖

学

内
・
外

腸
骨

動
脈

の
枝

と
分

布
域

を
概

説
で

き
る

下
肢

の
主

な
動

脈
を

図
示

し
、

分
布

域
を

概
説

で
き

る
静

脈
系

の
特

徴
を

概
説

で
き

る
、

上
大

静
脈

と
下

大
静

脈
に

流
入

す
る

主
な

静
脈

を
図

示
し

、
概

説
で

き
る

総
腸

骨
動

脈
、

内
腸

骨
動

脈
、

外
腸

骨
動

脈
、

大
腿

動
脈

、
膝

窩
動

脈
、

前
脛

骨
動

脈
、

後
脛

骨
動

脈
、

上
大

静
脈

、
下

大
静

脈

7
4
/
1
2
(木

)
1

1
3
1

頭
頚

部
、

上
肢

、
体

幹
の

静
脈

、
門

脈
海

藤
　

俊
行

解
剖

学

頭
頚

部
.上

肢
.体

幹
の

主
な

静
脈

を
図

示
し

て
概

説
で

き
る

門
脈

系
を

図
示

し
て

概
説

で
き

る
門

脈
系

と
大

静
脈

系
の

吻
合

部
を

説
明

で
き

る
静

脈
に

関
わ

る
疾

患
の

例
を

理
解

で
き

る

腕
頭

静
脈

、
内

頚
静

脈
、

外
頚

静
脈

、
硬

膜
静

脈
洞

、
鎖

骨
下

静
脈

、
橈

側
・
尺

側
皮

静
脈

、
奇

静
脈

系
、

門
脈

8
4
/
1
2
(木

)
2

1
3
1

骨
盤

と
下

肢
の

静
脈

、
血

管
壁

の
構

造
海

藤
　

俊
行

解
剖

学
骨

盤
と

下
肢

の
主

な
静

脈
を

図
示

で
き

る
血

管
壁

の
構

造
を

概
説

で
き

る
静

脈
に

関
わ

る
疾

患
の

例
を

理
解

で
き

る
総

腸
骨

静
脈

、
大

伏
在

静
脈

、
内

膜
、

中
膜

、
外

膜

9
4
/
1
8
(水

)
1

1
3
1

心
臓

細
胞

の
微

細
構

造
と

興
奮

収
縮

関
連

松
尾

　
聡

適
応

生
理

学
心

臓
の

微
細

構
造

と
機

能
と

の
関

連
、

特
に

興
奮

収
縮

連
関

を
概

説
で

き
る

ア
ク

チ
ン

、
ミ

オ
シ

ン
、

ト
ロ

ポ
ニ

ン
、

T
管

系
、

筋
小

胞
体

、
 細

胞
内

カ
ル

シ
ウ

ム
、

ト
ロ

ポ
ミ

オ
シ

ン
、

架
橋

、
滑

走
説

1
0

4
/
1
8
(水

)
2

1
3
1

心
周

期
に

伴
う

血
行

動
態

松
尾

　
聡

適
応

生
理

学
心

周
期

に
伴

う
血

行
動

態
を

説
明

で
き

る
収

縮
期

、
拡

張
期

、
駆

出
期

、
充

満
期

、
心

臓
弁

、
心

室
内

圧
、

 心
房

内
圧

、
動

脈
圧

、
心

音

1
1

4
/
2
0
(金

)
3

組
織

系
組

織
学

実
習

海
藤

　
俊

行
解

剖
学

心
臓

と
血

管
の

組
織

構
造

に
つ

い
て

図
示

し
て

説
明

で
き

る
心

内
膜

、
心

筋
層

、
心

外
膜

、
血

管
の

内
膜

・
中

膜
・
外

膜
、

弾
性

型
動

脈
、

筋
型

動
脈

、
小

動
脈

、
細

動
脈

、
毛

細
血

管
、

細
静

脈

1
2

4
/
2
0
(金

)
4

組
織

系
組

織
学

実
習

海
藤

　
俊

行
解

剖
学

胸
腺

、
リ

ン
パ

節
、

脾
臓

の
組

織
構

築
に

つ
い

て
図

示
し

て
説

明
で

き
る

胸
腺

、
胸

腺
細

胞
、

ハ
ッ

サ
ル

小
体

、
リ

ン
パ

節
、

リ
ン

パ
小

節
、

傍
皮

質
、

髄
索

、
リ

ン
パ

洞
、

脾
臓

、
脾

柱
、

白
脾

髄
、

赤
脾

髄
、

中
心

動
脈

1
3

4
/
2
5
(水

)
1

1
3
1

心
血

管
系

の
形

成
過

程
と

胎
児

循
環

海
藤

　
俊

行
解

剖
学

心
血

管
系

の
形

成
過

程
を

説
明

で
き

、
さ

ら
に

そ
の

分
化

過
程

の
異

常
と

関
連

す
る

疾
患

の
基

礎
知

識
を

理
解

す
る

胎
児

循
環

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
心

臓
の

発
生

、
血

管
の

発
生

、
胎

児
循

環
、

新
生

児
循

環

1
4

4
/
2
5
(水

)
2

1
3
1

リ
ン

パ
管

系
と

リ
ン

パ
節

海
藤

　
俊

行
解

剖
学

全
身

の
リ

ン
パ

の
流

れ
を

概
説

で
き

る
所

属
リ

ン
パ

節
と

疾
患

の
関

係
を

概
説

で
き

る

毛
細

リ
ン

パ
管

、
リ

ン
パ

本
管

、
胸

管
、

所
属

リ
ン

パ
節

、
頭

頸
部

の
リ

ン
パ

路
、

乳
房

の
リ

ン
パ

路
、

胸
腔

の
リ

ン
パ

路
、

腹
腔

の
リ

ン
パ

路
、

骨
盤

腔
の

リ
ン

パ
路

、
下

肢
の

リ
ン

パ
路
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回
数

月
日

時
限

講
義

室
講

義
内

容
担

当
者

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
5

4
/
2
6
(木

)
1

1
3
1

心
機

能
曲

線
と

心
拍

出
量

の
調

節
機

序
松

尾
　

聡
適

応
生

理
学

心
機

能
能

曲
線

と
心

拍
出

量
の

調
節

機
序

を
説

明
で

き
る

心
拍

出
量

、
心

拍
数

、
1
回

拍
出

量
、

ス
タ

ー
リ

ン
グ

の
法

則
、

自
律

神
経

作
用

、
長

さ
−

張
力

曲
線

、
静

脈
還

流
量

1
6

4
/
2
6
(木

)
2

1
3
1

心
筋

細
胞

の
電

気
現

象
と

刺
激

伝
導

系
久

留
　

一
郎

再
生

医
療

学
心

筋
細

胞
の

電
気

現
象

と
刺

激
伝

導
系

を
説

明
で

き
る

静
止

膜
電

位
、

興
奮

性
、

活
動

電
位

、
イ

オ
ン

チ
ャ

ネ
ル

、
洞

結
節

、
房

室
結

節
、

ヒ
ス

束
、

脚
、

プ
ル

キ
ン

ジ
ェ

線
維

、
自

動
能

発
生

機
序

、
興

奮
伝

導
、

不
応

期

1
7

5
/
1
0
(木

)
1

1
3
1

心
電

図
の

原
理

久
留

　
一

郎
再

生
医

療
学

心
電

図
の

原
理

を
理

解
し

て
説

明
で

き
る

1
2
誘

導
心

電
図

、
電

気
的

2
重

層
、

体
表

面
電

位
変

化
、

標
準

双
極

肢
誘

導
、

E
in

th
o
ve

n
の

三
角

形
、

増
高

単
極

肢
誘

導
、

中
心

電
極

、
単

極
胸

部
誘

導
、

基
本

波
形

、
波

形
の

異
常

、
リ

ズ
ム

の
異

常

1
8

5
/
1
0
(木

)
2

1
3
1

毛
細

血
管

に
お

け
る

物
質

、
水

分
交

換
松

尾
　

聡
適

応
生

理
学

毛
細

血
管

に
お

け
る

物
質

、
水

分
交

換
を

説
明

で
き

る
拡

散
、

ろ
過

、
再

吸
収

、
ス

タ
ー

リ
ン

グ
の

仮
説

、
毛

細
管

内
圧

、
血

漿
膠

質
浸

透
圧

、
リ

ン
パ

管
、

血
管

内
皮

細
胞

、
浮

腫

1
9

5
/
1
1
(金

)
1

1
3
1

血
圧

調
節

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

木
場

　
智

史
統

合
生

理
学

血
圧

調
節

の
機

序
を

説
明

で
き

る
神

経
因

性
調

節
、

液
性

調
節

、
心

拍
出

量
、

総
末

梢
血

管
抵

抗
、

血
管

平
滑

筋
、

 圧
受

容
器

反
射

、
R

A
A

系
、

A
N

P
、

 バ
ゾ

プ
レ

シ
ン

2
0

5
/
1
1
(金

)
2

1
3
1

局
所

循
環

と
胎

児
循

環
松

尾
　

聡
適

応
生

理
学

特
殊

循
環

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
脳

循
環

、
冠

循
環

、
肝

循
環

、
腎

循
環

、
皮

膚
循

環
、

胎
児

循
環

2
1

5
/
1
6
(水

)
1

1
3
1

循
環

器
作

用
薬

（
抗

不
整

脈
薬

）
の

薬
理

作
用

三
明

 淳
一

朗
病

態
情

報
内

科
学

抗
不

整
脈

薬
の

作
用

機
序

と
応

用
を

説
明

で
き

る
自

動
能

不
整

脈
、

リ
エ

ン
ト

リ
ー

不
整

脈
、

上
室

性
不

整
脈

、
心

室
性

不
整

脈
、

N
aチ

ャ
ネ

ル
/
C

aチ
ャ

ネ
ル

/
K
チ

ャ
ネ

ル
抑

制
薬

、
β

遮
断

薬

2
2

5
/
1
6
(水

)
2

1
3
1

循
環

器
作

用
薬

（
強

心
薬

）
の

薬
理

作
用

三
明

 淳
一

朗
病

態
情

報
内

科
学

強
心

薬
の

種
類

と
作

用
機

序
を

説
明

で
き

る
ジ

ギ
タ

リ
ス

、
N

a-
K
 A

T
P

as
e
、

 S
R

、
 C

a、
 c

-
A

M
P

、
 C

aチ
ャ

ン
ネ

ル
、

強
心

薬
、

ア
ム

リ
ノ

ン
、

ベ
ス

ナ
リ

ノ
ン

、
ピ

モ
ベ

ン
ダ

ン
、

デ
ノ

パ
ミ

ン
、

コ
ル

フ
ォ

シ
ン

2
3

5
/
1
7
(木

)
1

1
3
1

運
動

時
の

循
環

調
節

木
場

　
智

史
統

合
生

理
学

運
動

時
の

循
環

調
節

と
そ

の
機

序
を

概
説

で
き

る
骨

格
筋

循
環

、
肺

循
環

、
酸

素
摂

取
量

、
前

毛
細

管
括

約
筋

、
代

謝
性

血
流

調
節

、
ア

デ
ノ

シ
ン

、
乳

酸
、

カ
テ

コ
ラ

ミ
ン

2
4

5
/
1
7
(木

)
2

1
3
1

循
環

器
作

用
薬

（
抗

狭
心

薬
）
の

薬
理

作
用

澤
野

　
達

哉
分

子
薬

理
学

虚
血

性
心

疾
患

治
療

薬
（
狭

心
症

治
療

薬
）
の

作
用

機
序

を
説

明
で

き
る

労
作

狭
心

症
、

安
静

狭
心

症
、

ス
パ

ズ
ム

、
β

ー
遮

断
薬

、
ナ

イ
ト

レ
イ

ト
、

C
a拮

抗
薬

、
K
チ

ャ
ネ

ル
開

口
薬

2
5

5
/
2
3
(水

)
1

1
3
1

脂
質

・
尿

酸
 代

謝
異

常
治

療
薬

（
1
）

今
村

　
武

史
分

子
薬

理
学

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
低

下
薬

の
種

類
、

作
用

機
序

を
説

明
で

き
る

高
L
D

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

血
症

、
低

H
D

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

血
症

、
高

ト
リ

グ
リ

セ
ラ

イ
ド

血
症

、
ス

タ
チ

ン
系

、
フ

ィ
ブ

ラ
ー

ト
系

、
プ

ロ
ブ

コ
ー

ル

2
6

5
/
2
3
(水

)
2

1
3
1

脂
質

・
尿

酸
 代

謝
異

常
治

療
薬

（
2
）

今
村

　
武

史
分

子
薬

理
学

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
低

下
薬

の
種

類
、

作
用

機
序

を
説

明
で

き
る

高
L
D

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

血
症

、
低

H
D

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

血
症

、
高

ト
リ

グ
リ

セ
ラ

イ
ド

血
症

、
ス

タ
チ

ン
系

、
フ

ィ
ブ

ラ
ー

ト
系

、
プ

ロ
ブ

コ
ー

ル

2
7

5
/
2
4
(木

)
1

1
3
1

循
環

器
作

用
薬

（
降

圧
薬

）
の

薬
理

作
用

澤
野

　
達

哉
分

子
薬

理
学

降
圧

薬
の

薬
理

作
用

、
適

用
を

説
明

で
き

る
利

尿
薬

、
β

遮
断

薬
、

C
a拮

抗
薬

、
A

C
E
阻

害
薬

、
A

T
1
拮

抗
薬

、
中

枢
性

降
圧

薬

2
8

5
/
2
4
(木

)
2

1
3
1

心
不

全
の

病
態

生
理

木
場

　
智

史
統

合
生

理
学

心
不

全
時

の
循

環
動

態
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

心
拍

出
量

、
静

脈
還

流
量

、
右

房
圧

、
浮

腫
、

代
償

性
心

不
全

、
非

代
償

性
心

不
全

、
心

原
性

シ
ョ

ッ
ク

2
9

5
/
3
0
(水

)
1

1
3
1

循
環

器
作

用
薬

（
心

不
全

治
療

薬
）

三
明

 淳
一

朗
病

態
情

報
内

科
学

心
不

全
の

病
態

に
応

じ
た

治
療

薬
を

説
明

で
き

る
急

性
心

不
全

、
慢

性
心

不
全

、
強

心
薬

、
利

尿
薬

、
h
A

N
P

、
血

管
拡

張
薬

、
β

遮
断

薬
、

A
C

E
I、

 A
R

B
、

ア
ル

ド
ス

テ
ロ

ン
ブ

ロ
ッ

カ
ー

3
0

5
/
3
0
(水

)
2

1
3
1

抗
凝

固
・
抗

血
栓

薬
三

明
 淳

一
朗

病
態

情
報

内
科

学
抗

凝
固

薬
の

作
用

機
序

を
説

明
で

き
る

心
筋

梗
塞

、
静

脈
血

栓
、

抗
血

小
板

薬
、

抗
凝

固
薬

、
血

栓
溶

解
薬

、
ア

ス
ピ

リ
ン

、
ワ

ル
フ

ァ
リ

ン
、

t-
P

A
、

D
O

A
C

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2
、

3
、

4
、

※
到

達
目

標
・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

2
、

3

授
業

の
レ

ベ
ル

：
3

評
価

：
定

期
試

験
、

実
習
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基
礎

呼
吸

器
学

科
目

到
達

目
標

：1
) 
呼

吸
器

系
の

発
生

と
構

造
を

説
明

で
き

る
。

　
2
) 

呼
吸

器
系

の
機

能
を

説
明

で
き

る
。

　
3
) 

呼
吸

器
系

に
働

く
薬

物
の

作
用

機
序

を
説

明
で

き
る

。
4
) 
肺

循
環

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
松

尾
　

聡
（
適

応
生

理
学

）
連

絡
先

：
0
8
5
9
-
3
8
-
6
0
4
3

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
4
/
1
6
(月

)
3

1
3
1

鼻
腔

・
咽

頭
の

構
造

名
黒

　
知

徳
非

常
勤

講
師

鼻
腔

・
咽

頭
・
の

構
造

を
説

明
で

き
る

。
鼻

前
庭

、
嗅

上
皮

、
キ

ー
ゼ

ル
バ

ッ
ハ

部
位

、
鼻

甲
介

、
副

鼻
腔

、
ワ

ル
ダ

イ
エ

ル
の

咽
頭

輪

2
4
/
1
6
(月

)
4

1
3
1

喉
頭

・
気

管
・
気

管
支

の
構

造
中

根
　

裕
信

解
剖

学
喉

頭
・
気

管
・
気

管
支

の
構

造
の

構
造

を
説

明
で

き
る

。
声

門
、

声
帯

、
喉

頭
蓋

、
甲

状
軟

骨
、

輪
状

軟
骨

、
気

管
、

細
気

管
支

、
呼

吸
細

気
管

支

3
4
/
1
9
(木

)
1

1
3
1

肺
の

構
造

名
黒

　
知

徳
非

常
勤

講
師

肺
葉

、
肺

区
域

、
肺

門
の

構
造

を
説

明
で

き
る

。
気

管
支

肺
動

脈
束

、
肺

静
脈

、
リ

ン
パ

管
、

肺
門

リ
ン

パ
節

、
一

次
小

葉
、

二
次

小
葉

4
4
/
1
9
(木

)
2

1
3
1

縦
隔

・
胸

膜
・
胸

郭
の

構
造

中
根

　
裕

信
解

剖
学

縦
隔

・
胸

膜
・
胸

郭
の

構
造

を
説

明
で

き
る

。
縦

隔
リ

ン
パ

節
、

壁
側

胸
膜

、
臓

側
胸

膜
、

胸
膜

腔
、

骨
性

胸
郭

、
横

隔
膜

5
4
/
2
3
(月

)
3

1
3
1

換
気

（
１

）
松

尾
　

聡
適

応
生

理
学

呼
吸

筋
と

呼
吸

運
動

の
機

序
を

説
明

で
き

る
。

呼
吸

筋
、

補
助

呼
吸

筋
、

横
隔

神
経

、
肋

間
神

経
、

胸
膜

腔
内

圧
、

死
腔

6
4
/
2
3
(月

)
4

1
3
1

換
気

（
２

）
松

尾
　

聡
適

応
生

理
学

換
気

力
学

を
概

説
で

き
る

。
肺

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

、
表

面
活

性
物

質
、

呼
吸

抵
抗

、
肺

気
量

と
肺

容
量

、
ス

パ
イ

ロ
グ

ラ
ム

7
5
/
7
(月

)
3

1
3
1

肺
循

環
松

尾
　

聡
適

応
生

理
学

肺
循

環
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

。
肺

動
脈

楔
入

圧
、

W
at

e
rf

al
l現

象
、

換
気

−
血

流
比

、
肺

水
腫

、
起

座
呼

吸
、

低
酸

素
性

肺
血

管
収

縮
、

肺
高

血
圧

8
5
/
7
(月

)
4

1
3
1

ガ
ス

交
換

松
尾

　
聡

適
応

生
理

学
肺

胞
に

お
け

る
ガ

ス
交

換
の

機
序

を
説

明
で

き
る

。
肺

胞
膜

、
拡

散
、

F
ic

kの
法

則
、

肺
胞

気
−

動
脈

血
較

差
、

理
想

肺
、

右
−

左
シ

ャ
ン

ト

9
5
/
1
4
(月

)
3

1
3
1

ガ
ス

運
搬

松
尾

　
聡

適
応

生
理

学
ガ

ス
運

搬
の

仕
組

み
を

説
明

で
き

る
。

ヘ
モ

グ
ロ

ビ
ン

、
酸

素
解

離
曲

線
、

B
o
h
r効

果
、

H
al

da
n
e
効

果
、

カ
ル

バ
ミ

ノ
化

合
物

、
塩

素
イ

オ
ン

移
動

1
0

5
/
1
4
(月

)
4

1
3
1

呼
吸

調
節

（
１

）
松

尾
　

聡
適

応
生

理
学

呼
吸

中
枢

に
よ

る
呼

吸
リ

ズ
ム

形
成

を
説

明
で

き
る

。
呼

吸
中

枢
、

呼
吸

ニ
ュ

−
ロ

ン
、

背
側

呼
吸

ニ
ュ

ー
ロ

ン
群

、
腹

側
呼

吸
ニ

ュ
ー

ロ
ン

群

1
1

5
/
1
5
(火

)
1

1
3
1

呼
吸

調
節

（
２

）
松

尾
　

聡
適

応
生

理
学

呼
吸

調
節

機
序

を
説

明
で

き
る

。
ヘ

−
リ

ン
グ

・
ブ

ロ
イ

エ
ル

反
射

、
化

学
受

容
器

、
頸

動
脈

小
体

、
大

動
脈

小
体

、
中

枢
化

学
受

容
野

1
2

5
/
2
1
(月

)
3

1
3
1

呼
吸

器
作

用
薬

（
１

）
今

村
　

武
史

分
子

薬
理

学
呼

吸
噐

疾
患

治
療

薬
の

薬
理

作
用

を
説

明
で

き
る

。
気

管
支

拡
張

薬
、

テ
オ

フ
ィ

リ
ン

、
β

2
刺

激
薬

、
吸

入
ス

テ
ロ

イ
ド

薬
、

抗
コ

リ
ン

薬

1
3

5
/
2
1
(月

)
4

1
3
1

呼
吸

器
作

用
薬

（
２

）
今

村
　

武
史

分
子

薬
理

学
呼

吸
噐

疾
患

治
療

薬
の

薬
理

作
用

を
説

明
で

き
る

。
気

管
支

拡
張

薬
、

テ
オ

フ
ィ

リ
ン

、
β

2
刺

激
薬

、
吸

入
ス

テ
ロ

イ
ド

薬
、

抗
コ

リ
ン

薬

1
4

5
/
3
1
(木

)
3

組
織

系
組

織
実

習
１

解
剖

学
講

座
解

剖
学

呼
吸

器
系

の
構

造
を

図
示

で
き

る
。

多
列

線
毛

上
皮

、
杯

細
胞

、
刷

子
細

胞
、

ク
ラ

ラ
細

胞
、

気
管

軟
骨

、
細

気
管

支
、

肺
胞

、
肺

胞
上

皮
細

胞
、

塵
埃

細
胞

1
5

5
/
3
1
(木

)
4

組
織

系
組

織
実

習
2

解
剖

学
講

座
解

剖
学

同
上

同
上

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

：
2
、

3
、

4
　

※
到

達
目

標
・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
：
1
、

2

授
業

の
レ

ベ
ル

：
3

評
価

：
筆

記
試

験
を

実
施

す
る

。
試

験
の

配
点

は
、

講
義

時
間

数
に

応
じ

て
行

う
。

筆
記

試
験

8
7
％

、
組

織
実

習
1
3
％

と
す

る
。

そ
の

他
：
組

織
実

習
は

組
織

学
実

習
室

で
行

う
。

パ
ソ

コ
ン

、
L
A

N
ケ

ー
ブ

ル
、

色
鉛

筆
を

持
参

の
こ

と
。
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基
礎

泌
尿

器
学

科
目

到
達

目
標

：
１

）
泌

尿
器

系
の

発
生

と
構

造
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

２
）
腎

臓
の

機
能

と
そ

の
調

節
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
３

）
蓄

排
尿

の
機

序
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

４
）
腎

臓
作

用
薬

の
薬

理
作

用
を

理
解

す
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
５

）
泌

尿
器

疾
患

の
病

理
を

説
明

で
き

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
松

尾
　

聡
（
適

応
生

理
学

）
連

絡
先

：
0
8
5
9
-
3
8
-
6
0
4
3

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
5
/
1
8
(金

)
1

1
3
1

泌
尿

器
系

（
腎

臓
）
の

構
造

椋
田

　
崇

生
解

剖
学

腎
・
尿

路
系

の
位

置
・
形

態
と

血
管

分
布

・
神

経
支

配
・
発

生
を

説
明

で
き

る
。

腎
臓

、
尿

管
、

膀
胱

、
尿

道
、

腹
膜

後
器

官
、

腎
動

静
脈

、
交

感
・
副

交
感

神
経

、
陰

部
神

経
、

前
腎

、
中

腎
、

後
腎

2
5
/
1
8
(金

)
2

1
3
1

泌
尿

器
系

（
腎

臓
）
の

構
造

椋
田

　
崇

生
解

剖
学

腎
臓

の
ネ

フ
ロ

ン
各

部
の

構
造

と
機

能
を

概
説

で
き

る
。

腎
小

体
、

糸
球

体
、

ボ
ウ

マ
ン

嚢
、

輸
入

・
輸

出
細

動
脈

、
近

位
尿

細
管

、
ヘ

ン
レ

の
ル

ー
プ

、
遠

位
尿

細
管

、
集

合
管

、
糸

球
体

傍
装

置

3
5
/
2
5
(金

)
2

1
3
1

体
液

と
電

解
質

松
尾

　
聡

適
応

生
理

学
体

液
の

量
と

組
成

・
浸

透
圧

に
つ

い
て

成
人

と
小

児
を

区
別

し
て

説
明

で
き

る
。

水
・
電

解
質

の
調

節
機

構
を

概
説

で
き

る
。

体
液

、
細

胞
外

液
、

細
胞

内
液

、
浸

透
圧

、
視

床
下

部
、

A
D

H

4
5
/
3
1
(木

)
2

1
3
1

酸
塩

基
平

衡
, 
腎

臓
の

機
能

松
尾

　
聡

適
応

生
理

学
酸

塩
基

平
衡

の
調

節
機

構
を

概
説

で
き

る
。

腎
機

能
の

全
体

像
を

概
説

で
き

る
。

ヘ
ン

ダ
ー

ソ
ン

・
ハ

ッ
セ

ル
バ

ル
ヒ

、
呼

吸
性

調
節

、
腎

性
調

節
、

緩
衝

作
用

、
重

炭
酸

系
、

ア
シ

ド
ー

シ
ス

、
ア

ル
カ

ロ
ー

シ
ス

、
尿

の
生

成

5
6
/
7
(木

)
2

1
3
1

腎
臓

の
機

能
松

尾
　

聡
適

応
生

理
学

腎
糸

球
体

の
濾

過
機

序
を

説
明

で
き

る
。

糸
球

体
濾

過
量

、
腎

血
漿

流
量

、
濾

過
率

、
有

効
濾

過
圧

、
原

尿
、

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

6
6
/
1
3
(水

)
2

1
3
1

腎
臓

の
機

能
松

尾
　

聡
適

応
生

理
学

尿
細

管
各

部
の

再
吸

収
・
分

泌
機

構
と

尿
濃

縮
機

序
を

説
明

で
き

る
。

再
吸

収
、

分
泌

、
最

大
輸

送
量

、
対

向
流

、
ア

ル
ド

ス
テ

ロ
ン

、
A

D
H

7
6
/
1
4
(木

)
2

1
3
1

腎
機

能
の

調
節

松
尾

　
聡

適
応

生
理

学
腎

に
作

用
す

る
ホ

ル
モ

ン
・
血

管
作

動
物

質
の

作
用

を
説

明
で

き
る

。
バ

ゾ
プ

レ
ッ

シ
ン

、
ア

ン
ギ

オ
テ

ン
シ

ン
、

レ
ニ

ン
、

ア
ル

ド
ス

テ
ロ

ン

8
6
/
1
5
(金

)
2

1
3
1

尿
管

・
膀

胱
・
尿

道
の

構
造

と
蓄

排
尿

の
機

松
尾

　
聡

適
応

生
理

学
尿

管
・
膀

胱
・
尿

道
の

構
造

と
蓄

排
尿

の
機

序
を

説
明

で
き

る
。

尿
管

、
膀

胱
、

尿
道

、
蓄

尿
、

排
尿

、
抗

コ
リ

ン
薬

、
α

ブ
ロ

ッ
カ

ー
、

β
刺

激
薬

9
6
/
2
0
(水

)
1

1
3
1

腎
臓

作
用

薬
今

村
　

武
史

分
子

薬
理

学
腎

臓
作

用
薬

の
作

用
機

序
、

薬
理

作
用

を
理

解
す

る
。

利
尿

薬
作

用
点

、
電

解
質

、
排

泄
と

再
吸

収
、

副
作

用

1
0

6
/
2
1
(木

)
2

1
3
1

膀
胱

・
尿

道
・
前

立
腺

の
機

能
異

常
本

田
　

正
史

腎
泌

尿
器

学
神

経
因

性
膀

胱
と

下
部

尿
路

症
の

概
要

を
理

解
す

る
。

神
経

因
性

膀
胱

、
前

立
腺

肥
大

症
、

下
部

尿
路

症

1
1

6
/
2
2
(金

)
3

組
織

系
組

織
学

実
習

海
藤

　
俊

行
椋

田
　

崇
生

解
剖

学
腎

臓
の

組
織

構
造

に
つ

い
て

光
学

顕
微

鏡
で

判
別

で
き

る
。

腎
小

体
、

糸
球

体
、

ボ
ウ

マ
ン

嚢
、

輸
入

・
輸

出
細

動
脈

、
近

位
・
遠

位
尿

細
管

、
ヘ

ン
レ

の
ル

ー
プ

、
集

合
管

、
糸

球
体

傍
装

置

1
2

6
/
2
2
(金

)
4

組
織

系
組

織
学

実
習

海
藤

　
俊

行
椋

田
　

崇
生

解
剖

学
尿

管
、

膀
胱

、
尿

道
の

組
織

構
造

に
つ

い
て

光
学

顕
微

鏡
で

判
別

で
き

る
。

移
行

上
皮

、
粘

膜
固

有
層

、
筋

層
、

外
膜

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2
、

3
、

4
、

5
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

2
、

3

授
業

の
レ

ベ
ル

：
3

評
価

：
定

期
試

験
1
0
0
％

- 12 -



基
礎

生
殖

器
学

科
目

到
達

目
標

：
生

殖
器

系
の

発
生

・
構

造
・
機

能
・
病

理
像

を
説

明
で

き
る

。
性

差
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
中

根
　

裕
信

（
解

剖
学

）
連

絡
先

：
0
8
5
9
-
3
8
-
6
0
1
3
（
解

剖
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
6
/
1
1
(月

)
3

1
3
1

男
性

生
殖

器
の

位
置

と
形

態
名

黒
　

知
徳

解
剖

学
（
非

常
勤

講
師

）
男

性
生

殖
器

の
形

態
と

機
能

を
説

明
で

き
る

。
精

巣
、

精
巣

上
体

、
精

管
、

精
嚢

、
前

立
腺

、
尿

道
球

腺
、

陰
茎

、
陰

嚢
、

精
索

、
陰

茎
亀

頭
、

陰
茎

体
、

陰
茎

根
、

陰
茎

脚
、

尿
道

球

2
6
/
1
8
(月

)
3

1
3
1

女
性

生
殖

器
の

位
置

と
形

態
名

黒
　

知
徳

解
剖

学
（
非

常
勤

講
師

）
女

性
生

殖
器

の
形

態
と

機
能

を
説

明
で

き
る

。
卵

巣
、

卵
管

、
子

宮
、

膣
、

大
前

庭
腺

、
陰

核
、

前
庭

球
、

子
宮

広
間

膜
、

卵
管

膨
大

部
、

卵
管

采
、

卵
管

粘
膜

、
ダ

グ
ラ

ス
窩

、
子

宮
頚

部
、

膣
上

部
、

頚
管

、
外

子
宮

口
、

子
宮

内
膜

、
膣

円
蓋

3
6
/
1
8
(月

)
4

1
3
1

陰
茎

の
構

造
と

勃
起

・
射

精
中

根
　

裕
信

解
剖

学
陰

茎
の

組
織

構
造

と
勃

起
・
射

精
の

機
序

を
説

明
で

き
る

。
陰

茎
海

綿
体

、
尿

道
海

綿
体

、
勃

起
、

ノ
ル

ア
ド

レ
ナ

リ
ン

、
ア

セ
チ

ル
コ

リ
ン

、
一

酸
化

窒
素

4
6
/
1
9
(火

)
3

1
3
1

生
殖

腺
の

発
生

と
性

分
化

鞁
嶋

　
有

紀
周

産
期

・
小

児
医

学
生

殖
線

の
発

生
と

性
分

化
の

過
程

を
説

明
で

き
る

。

未
分

化
性

腺
、

精
巣

決
定

遺
伝

子
（
Ｓ

Ｒ
Ｙ

）
、

ミ
ュ

ラ
ー

管
、

ウ
オ

ル
フ

管
、

ミ
ュ

ラ
ー

管
退

縮
因

子
、

テ
ス

ト
ス

テ
ロ

ン
、

ジ
ヒ

ド
ロ

テ
ス

ト
ス

テ
ロ

ン
、

精
巣

、
卵

巣
、

セ
ル

ト
リ

ー
細

胞
、

ラ
イ

デ
ィ

ッ
ヒ

細
胞

、
Ｗ

Ｔ
−

１
、

Ｌ
ｉｍ

−
１

、
Ｓ

Ｆ
−

１
、

Ｄ
Ａ

Ｘ
−

１

5
6
/
2
1
(木

)
3

1
3
1

受
精

・
着

床
の

機
序

谷
口

　
文

紀
生

殖
機

能
医

学
受

精
。

初
期

胚
発

生
、

着
床

の
機

序
を

説
明

で
き

る
卵

胞
発

育
、

減
数

分
裂

、
受

精
、

初
期

胚
発

生
、

胚
盤

胞
、

着
床

6
6
/
2
2
(金

)
1

1
3
1

女
性

生
殖

器
の

発
育

の
過

程
・
乳

房
の

構
造

と
機

能
原

田
　

省
生

殖
機

能
医

学
女

性
生

殖
器

の
発

育
の

過
程

を
説

明
で

き
る

。
乳

房
の

構
造

と
機

能
、

成
長

発
達

に
伴

う
変

化
、

乳
汁

分
泌

に
関

す
る

ホ
ル

モ
ン

の
作

用
を

説
明

で
き

る
。

ウ
ォ

ル
フ

管
、

ミ
ュ

ー
ラ

ー
管

、
未

分
化

性
腺

、
睾

丸
決

定
因

子
、

S
R

Y
、

生
殖

堤
、

原
始

生
殖

細
胞

、
子

宮
、

腟
 、

乳
管

、
乳

腺
葉

、
乳

腺
上

皮
、

乳
汁

分
泌

7
6
/
2
5
(月

)
3

1
3
1

男
性

生
殖

器
の

発
育

の
過

程
中

根
　

裕
信

解
剖

学
男

性
生

殖
器

の
発

育
の

過
程

を
説

明
で

き
る

。
精

巣
下

降
、

男
性

ホ
ル

モ
ン

、
精

巣
容

量
、

精
子

形
成

、
陰

毛
の

発
育

8
6
/
2
6
(火

)
1

1
3
1

性
周

期
発

現
の

機
序

原
田

　
省

生
殖

機
能

医
学

性
周

期
発

現
と

排
卵

の
機

序
を

説
明

で
き

る
。

F
S
H

、
 L

H
、

 卵
胞

、
卵

子
、

極
体

、
顆

粒
膜

細
胞

、
莢

膜
細

胞
、

卵
胞

ホ
ル

モ
ン

、
黄

体
ホ

ル
モ

ン
、

子
宮

内
膜

9
6
/
2
9
(金

)
3

1
3
1

精
巣

の
組

織
と

精
子

形
成

本
田

　
正

史
腎

泌
尿

器
学

精
巣

の
組

織
と

精
子

形
成

を
説

明
で

き
る

。
曲

精
細

管
、

精
巣

網
、

輸
出

管
、

白
膜

、
精

巣
中

隔
、

間
質

、
間

細
胞

、
精

祖
細

胞
、

精
母

細
胞

、
精

娘
細

胞
、

精
子

細
胞

、
精

子
、

セ
ル

ト
リ

ー
細

胞
、

ア
ク

ロ
ゾ

ー
ム

、
尖

体
、

カ
ル

タ
ゲ

ナ
ー

症
候

群

1
0

7
/
4
(水

)
3

組
織

系
組

織
学

実
習

1
　

（
男

性
生

殖
器

1
）

中
根

　
裕

信
解

剖
学

精
巣

と
精

巣
上

体
の

組
織

を
説

明
で

き
る

。
曲

精
細

管
、

精
巣

網
、

輸
出

管
、

白
膜

、
精

巣
中

隔
、

間
質

、
間

細
胞

、
精

祖
細

胞
、

精
母

細
胞

、
精

娘
細

胞
、

精
子

細
胞

、
精

子
、

セ
ル

ト
リ

ー
細

胞

1
1

7
/
4
(水

)
4

組
織

系
組

織
学

実
習

2
　

（
男

性
生

殖
器

2
）

中
根

　
裕

信
解

剖
学

前
立

腺
と

陰
茎

の
組

織
を

説
明

で
き

る
。

前
立

腺
石

、
海

綿
体

、
白

膜
、

海
綿

体
小

柱
、

海
綿

体
洞

、
陰

茎
深

動
脈

、
尿

道

1
2

7
/
6
(金

)
4

組
織

系
組

織
学

実
習

3
　

（
女

性
生

殖
器

）
中

根
　

裕
信

解
剖

学
卵

巣
、

卵
管

、
子

宮
の

組
織

を
説

明
で

き
る

。
腹

膜
、

一
次

卵
胞

、
二

次
卵

胞
、

顆
粒

層
、

透
明

帯
、

黄
体

、
卵

胞
膜

、
子

宮
内

膜
、

子
宮

腺
、

ら
せ

ん
動

脈
、

機
能

層
、

基
底

層
、

子
宮

筋
層

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

 ：
2
、

3
、

5
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
 ：

1
、

2
、

3

授
業

の
レ

ベ
ル

：
3

評
価

 ：
 筆

記
試

験
・
実

習
評

価
な

ど
か

ら
総

合
的

に
評

価
す

る
。

そ
の

他
 ：

 組
織

学
実

習
に

は
　

パ
ソ

コ
ン

、
色

鉛
筆

（
1
2
色

程
度

）
、

L
A

N
ケ

ー
ブ

ル
を

持
参

の
こ

と
。

  
組

織
系

実
習

室
（
病

理
解

剖
組

織
系

実
習

室
）
は

総
合

教
育

棟
の

4
階

に
あ

り
ま

す
。
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基
礎

感
覚

器
学

科
目

到
達

目
標

：
感

覚
器

系
の

構
造

、
機

能
、

発
生

に
関

す
る

知
識

を
習

得
し

て
、

疾
患

の
理

解
に

応
用

で
き

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
海

藤
　

俊
行

・
岡

﨑
　

健
治

（
解

剖
学

）
連

絡
先

：
 0

8
5
9
-
3
8
-
6
0
1
1
（
解

剖
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
5
/
1
7
(木

)
3

1
3
1

眼
球

の
構

造
1

海
藤

　
俊

行
解

剖
学

眼
球

の
組

織
構

造
を

図
示

し
て

説
明

で
き

る
視

覚
器

の
発

生
を

理
解

で
き

る
角

膜
、

強
膜

、
虹

彩
、

毛
様

体
、

水
晶

体
、

硝
子

体
、

網
膜

、
視

神
経

、
眼

杯
、

水
晶

体
胞

2
5
/
2
4
(木

)
4

1
3
1

眼
球

の
構

造
2

海
藤

　
俊

行
解

剖
学

眼
球

の
組

織
構

造
を

図
示

し
て

説
明

で
き

る
関

連
す

る
疾

患
例

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
角

膜
、

強
膜

、
虹

彩
、

毛
様

体
、

水
晶

体
、

硝
子

体
、

網
膜

、
視

神
経

3
6
/
6
(水

)
1

1
3
1

眼
球

附
属

器
の

構
造

海
藤

　
俊

行
解

剖
学

眼
球

付
属

器
の

構
造

を
説

明
で

き
る

関
連

す
る

疾
患

例
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

外
眼

筋
、

眼
瞼

、
結

膜
、

涙
器

4
6
/
6
(水

)
3

1
3
1

外
耳

・
中

耳
の

構
造

海
藤

　
俊

行
解

剖
学

外
耳

・
中

耳
の

組
織

構
造

を
図

示
し

て
説

明
で

き
る

関
連

す
る

疾
患

例
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

耳
介

、
外

耳
道

、
鼓

膜
、

鼓
室

、
耳

小
骨

、
耳

管

5
6
/
6
(水

)
4

1
3
1

内
耳

の
構

造
・
平

衡
聴

覚
器

の
発

生
海

藤
　

俊
行

解
剖

学
内

耳
の

組
織

構
造

を
図

示
し

て
説

明
で

き
る

平
衡

聴
覚

器
の

発
生

が
理

解
で

き
る

関
連

す
る

疾
患

例
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

骨
迷

路
、

膜
迷

路
、

前
庭

、
半

規
管

、
蝸

牛
、

咽
頭

弓
、

咽
頭

溝
、

咽
頭

嚢
、

耳
胞

6
6
/
7
(木

)
1

1
3
1

視
覚

情
報

の
受

容
畠

　
義

郎
生

体
高

次
機

能
学

視
覚

情
報

の
受

容
の

し
く
み

と
伝

導
路

を
説

明
で

き
る

杆
体

細
胞

、
錐

体
細

胞
、

神
経

節
細

胞
、

受
容

器
電

位
、

受
容

野
、

外
側

膝
状

体
、

単
純

細
胞

、
複

雑
細

胞

7
6
/
8
(金

)
1

1
3
1

聴
覚

の
受

容
松

尾
　

聡
適

応
生

理
学

聴
覚

の
受

容
の

し
く
み

と
伝

導
路

を
説

明
で

き
る

音
圧

レ
ベ

ル
、

音
響

イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス
、

有
毛

細
胞

、
蝸

牛
マ

イ
ク

ロ
ホ

ン
電

位
、

to
n
o
to

pi
c
 o

rg
an

iz
at

io
n

8
6
/
8
(金

)
5

1
3
1

眼
球

の
光

学
系

・
運

動
・
反

射
山

崎
　

厚
志

視
覚

病
態

学
眼

球
の

光
学

系
と

し
て

の
特

徴
を

理
解

で
き

る
眼

球
運

動
の

し
く
み

、
対

光
反

射
・
輻

輳
反

射
・
角

膜
反

射
の

機
能

に
つ

い
て

説
明

で
き

る

水
晶

体
、

角
膜

、
ジ

オ
プ

タ
ー

、
眼

筋
、

滑
動

性
追

従
運

動
、

衝
動

性
眼

球
運

動
、

E
di

n
ge

r-
W

e
st

ph
al

核
、

輻
輳

反
射

、
対

光
反

射
、

角
膜

反
射

9
6
/
1
1
(月

)
4

1
3
1

網
膜

の
電

気
生

理
馬

塲
　

高
志

眼
科

網
膜

の
電

気
生

理
学

的
反

応
と

そ
の

意
義

に
つ

い
て

理
解

で
き

る

網
膜

電
図

（
E
R

G
)、

ph
o
to

pi
c
 E

R
G

、
sc

o
to

pi
c

E
R

G
、

a波
、

b波
、

律
動

様
小

波
、

視
細

胞
、

ミ
ュ

ラ
ー

細
胞

、
双

極
細

胞
、

ア
マ

ク
リ

ン
細

胞

1
0

6
/
1
3
(水

)
3

組
織

系
組

織
学

実
習

1
海

藤
　

俊
行

解
剖

学
眼

球
の

組
織

学
的

構
造

を
図

示
し

て
説

明
で

き
る

角
膜

、
強

膜
、

虹
彩

、
毛

様
体

、
硝

子
体

、
網

膜
、

視
神

経

1
1

6
/
1
3
(水

)
4

組
織

系
組

織
学

実
習

2
海

藤
　

俊
行

解
剖

学
眼

球
の

組
織

学
的

構
造

を
図

示
し

て
説

明
で

き
る

角
膜

、
強

膜
、

虹
彩

、
毛

様
体

、
硝

子
体

、
網

膜
、

視
神

経

1
2

6
/
2
0
(水

)
3

1
3
1

皮
膚

の
構

造
と

角
化

山
田

　
七

子
卒

後
臨

床
研

修
セ

ン
タ

ー
皮

膚
の

組
織

構
造

を
図

示
し

て
説

明
で

き
る

表
皮

、
真

皮
、

皮
下

組
織

、
部

位
に

よ
る

構
造

の
相

違
、

角
化

1
3

6
/
2
5
(月

)
4

1
3
1

皮
膚

の
発

生
・
感

覚
器

と
し

て
の

機
能

海
藤

　
俊

行
解

剖
学

皮
膚

の
発

生
が

理
解

で
き

る
皮

膚
の

感
覚

器
と

し
て

の
機

能
・
特

性
が

理
解

で
き

る
皮

膚
の

発
生

、
毛

、
メ

ル
ケ

ル
細

胞
、

マ
イ

ス
ネ

ル
小

体
、

パ
チ

二
小

体
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回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
4

6
/
2
7
(水

)
3

1
3
1

皮
膚

分
泌

・
経

皮
吸

収
山

田
　

七
子

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

皮
脂

分
泌

・
発

汗
・
経

皮
吸

収
・
バ

リ
ア

機
能

を
説

明
で

き
る

皮
表

脂
質

、
脂

腺
、

エ
ク

リ
ン

汗
腺

、
ア

ポ
ク

リ
ン

汗
腺

、
バ

リ
ア

機
能

、
経

皮
吸

収

1
5

6
/
2
9
(金

)
4

1
3
1

前
庭

の
機

能
松

尾
　

聡
適

応
生

理
学

平
衡

覚
の

受
容

と
姿

勢
制

御
の

し
く
み

を
説

明
で

き
る

平
衡

斑
、

半
規

管
、

前
庭

神
経

核
、

前
庭

脊
髄

反
射

、
前

庭
眼

反
射

、
眼

振
、

眼
球

・
頭

部
協

調
運

動

1
6

7
/
3
(火

)
3

1
3
1

皮
膚

に
お

け
る

免
疫

防
御

と
過

敏
反

応
杉

田
　

和
成

皮
膚

科
皮

膚
の

免
疫

防
御

機
能

と
過

敏
反

応
を

説
明

で
き

る
ケ

ラ
チ

ノ
サ

イ
ト

、
ラ

ン
ゲ

ル
ハ

ン
ス

細
胞

、
サ

イ
ト

カ
イ

ン
、

リ
ン

パ
球

、
遅

延
型

過
敏

反
応

、
接

触
皮

膚
炎

、
じ

ん
ま

疹

1
7

7
/
9
(月

)
3

組
織

系
組

織
学

実
習

3
海

藤
　

俊
行

解
剖

学
眼

球
付

属
器

と
平

衡
聴

覚
器

の
組

織
学

的
構

造
を

図
示

し
て

説
明

で
き

る
眼

瞼
、

結
膜

、
膜

迷
路

、
前

庭
、

半
規

管
、

蝸
牛

1
8

7
/
9
(月

)
4

組
織

系
組

織
学

実
習

4
海

藤
　

俊
行

解
剖

学
皮

膚
の

組
織

学
的

構
造

を
図

示
し

て
説

明
で

き
る

表
皮

、
真

皮
、

皮
下

組
織

、
マ

イ
ス

ネ
ル

小
体

、
パ

チ
二

小
体

1
9

7
/
9
(月

)
5

組
織

系
組

織
学

実
習

5
海

藤
　

俊
行

解
剖

学
皮

膚
の

組
織

学
的

構
造

を
図

示
し

て
説

明
で

き
る

表
皮

、
真

皮
、

皮
下

組
織

、
マ

イ
ス

ネ
ル

小
体

、
パ

チ
二

小
体

2
0

7
/
1
1
(水

)
3

1
3
1

耳
鼻

科
臨

床
に

役
立

つ
基

礎
知

識
國

本
　

泰
臣

頭
頸

部
診

療
科

群
耳

鼻
科

疾
患

と
の

関
連

で
平

衡
聴

覚
器

の
構

造
・
機

能
を

理
解

で
き

る

聴
覚

伝
導

路
、

標
準

純
音

聴
力

検
査

、
伝

音
難

聴
、

感
音

難
聴

、
幼

児
聴

力
検

査
、

語
音

明
瞭

度
検

査
、

聴
性

脳
幹

反
応

(A
B

R
)、

チ
ン

パ
ノ

メ
ト

リ
ー

2
1

7
/
1
1
(水

)
4

1
3
1

皮
膚

科
臨

床
に

役
立

つ
基

礎
知

識
吉

田
　

雄
一

皮
膚

病
態

学
皮

膚
疾

患
と

関
連

す
る

皮
膚

の
構

造
・
機

能
や

診
断

に
お

け
る

諸
検

査
、

病
理

組
織

を
理

解
で

き
る

発
疹

学
、

皮
膚

検
査

法
、

皮
膚

病
理

組
織

学

2
2

7
/
1
7
(火

)
3

1
3
1

味
覚

と
嗅

覚
水

田
　

栄
之

助
統

合
生

理
学

（
非

常
勤

講
師

）
味

覚
と

嗅
覚

の
受

容
の

し
く
み

と
伝

導
路

を
説

明
で

き
る

嗅
細

胞
、

嗅
覚

受
容

体
、

嗅
球

、
嗅

覚
障

害
、

味
蕾

、
味

覚
受

容
体

、
味

覚
障

害

2
3

7
/
1
7
(火

)
4

1
3
1

眼
科

臨
床

に
役

立
つ

基
礎

知
識

井
上

　
幸

次
視

覚
病

態
学

眼
科

疾
患

と
の

関
連

で
眼

球
の

構
造

・
機

能
を

理
解

で
き

る

角
膜

上
皮

、
角

膜
内

皮
、

線
維

柱
帯

、
前

房
、

ぶ
ど

う
膜

、
網

膜
色

素
上

皮
、

網
膜

中
心

動
脈

、
網

膜
中

心
静

脈
、

黄
斑

、
視

神
経

乳
頭

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2
、

3
、

5
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

2
、

3

授
業

の
レ

ベ
ル

：
3

評
価

 ：
 筆

記
試

験
・
実

習
評

価
な

ど
か

ら
総

合
的

に
評

価
す

る
。

そ
の

他
 ：

 組
織

学
実

習
に

は
　

パ
ソ

コ
ン

、
色

鉛
筆

（
1
2
色

程
度

）
、

L
A

N
ケ

ー
ブ

ル
を

持
参

の
こ

と
。

  
　

組
織

系
実

習
室

は
総

合
教

育
棟

4
階

に
あ

り
ま

す
。
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基
礎

神
経

学
　

科
目

到
達

目
標

：
1
）
神

経
系

の
発

生
を

説
明

で
き

る
。

　
 　

 　
　

　
　

　
　

 2
）
神

経
系

の
肉

眼
構

造
と

組
織

学
的

構
造

及
び

そ
れ

ら
の

機
能

を
説

明
で

き
る

。
 　

　
 　

　
　

　
　

　
 3

）
脳

解
剖

学
実

習
の

際
に

実
物

脳
を

用
い

て
そ

の
構

造
と

機
能

を
概

説
で

き
る

。
　

　
 　

　
　

　
　

　
　

　
4
）
中

枢
神

経
組

織
学

実
習

の
際

に
実

際
の

組
織

標
本

を
観

察
す

る
こ

と
に

よ
り

そ
の

中
枢

神
経

に
お

け
る

細
胞

学
及

び
組

織
学

的
構

築
を

概
説

で
き

る
。

　
　

　
 　

　
　

　
　

　
 　

　
 　

　
　

　
　

　
 5

）
神

経
系

に
働

く
薬

物
の

作
用

機
序

を
説

明
で

き
る

。
科

目
責

任
者

（
所

属
教

室
）
：
加

藤
　

信
介

（
脳

病
態

医
科

学
）

連
絡

先
：
0
8
5
9
-
3
8
-
6
7
8
3

回 数
月

日
時

限
講

義
室

授
業

内
容

担
当

者
講

座
・

分
野

・
診

療
到

達
目

標
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド

1
4
/
4
(水

)
3

1
3
1

大
脳

の
皮

質
の

構
造

と
機

能
加

藤
　

信
介

脳
病

態
医

科
学

大
脳

皮
質

の
構

造
を

説
明

で
き

る
大

脳
皮

質
の

機
能

局
在

を
説

明
で

き
る

前
頭

葉
、

前
頭

前
野

（
前

頭
連

合
野

）
、

運
動

前
野

、
運

動
眼

野
、

補
足

運
動

野
、

運
動

野
、

P
e
n
fi
e
ld

(ペ
ン

フ
ィ

ー
ル

ド
)、

ホ
ム

ン
ク

ル
ス

、
分

子
層

、
外

顆
粒

細
胞

層
、

錐
体

細
胞

層
、

内
顆

粒
細

胞
層

、
神

経
細

胞
層

、
B

e
tz

(ベ
ッ

ツ
)細

胞
、

多
型

細
胞

層
、

ブ
ロ

ー
ド

マ
ン

領
域

（
4
9
-
5
1
野

欠
番

）
、

B
ro

c
a(

ブ
ロ

ー
カ

)野
、

頭
頂

葉
、

感
覚

野
、

W
e
rn

ic
ke

(ウ
ェ

ル
ニ

ッ
ケ

)野
、

味
覚

中
枢

、
角

回
、

G
e
rs

tm
an

n
(ゲ

ル
ス

ト
マ

ン
)症

候
群

、
側

頭
葉

、
聴

覚
野

、
横

側
頭

回
（
ヘ

ッ
シ

ェ
ル

回
: 
H

e
sc

h
e
l's

 g
yr

u
s)

、
音

階
対

応
配

列
、

後
頭

葉
、

視
覚

野
、

ジ
ェ

ン
ナ

リ
ー

(G
e
n
n
ar

i)
線

条
、

A
n
to

n
症

候
群

、
島

皮
質

2
4
/
4
(水

)
4

1
3
1

神
経

系
の

発
生

中
根

　
裕

信
解

剖
学

神
経

管
の

分
化

と
脳

、
脊

髄
、

視
覚

器
、

平
行

聴
覚

器
と

自
律

神
経

系
の

形
成

過
程

を
概

説
で

き
る

外
胚

葉
、

神
経

板
、

神
経

管
、

脳
胞

、
基

板
、

翼
板

、
蓋

板
、

底
板

3
4
/
5
(木

)
1

1
3
1

大
脳

辺
縁

系
の

構
造

と
機

能
大

脳
白

質
の

構
造

と
機

能
加

藤
　

信
介

脳
病

態
医

科
学

大
脳

辺
縁

系
の

構
造

と
機

能
を

説
明

で
き

る
大

脳
白

質
の

構
造

と
機

能
を

説
明

で
き

る

大
脳

辺
縁

系
、

海
馬

体
(ア

ン
モ

ン
体

)、
海

馬
（
ア

ン
モ

ン
角

）
、

海
馬

歯
状

回
、

海
馬

支
脚

（
海

馬
台

）
、

ソ
マ

ー
(S

o
m

m
e
r)

扇
形

部
、

C
A

1
-
4
、

帯
状

回
、

P
ap

e
z(

パ
ペ

ッ
ツ

)回
路

、
海

馬
傍

回
、

E
n
th

o
rh

in
al

c
o
rt

e
x,

 大
脳

皮
質

6
層

→
3
層

、
T
ra

n
se

n
th

o
rh

in
al

 c
o
rt

e
x、

側
副

溝
、

紡
錘

状
回

、
海

馬
白

板
、

脳
弓

、
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

(A
lz

h
e
im

e
r)

病
、

中
隔

核
、

ブ
ロ

ー
カ

の
対

角
帯

、
大

脳
白

質
、

投
射

線
維

、
連

合
線

維
、

交
連

線
維

、
内

包
、

前
頭

橋
路

、
皮

質
核

路
、

皮
質

網
様

体
路

、
皮

質
赤

核
路

、
皮

質
橋

路
、

皮
質

脊
髄

路
、

視
床

放
線

、
聴

放
線

、
視

放
線

、
弓

状
束

、
帯

状
束

、
鈎

状
束

、
上

縦
束

、
下

縦
束

、
前

交
連

、
後

交
連

、
視

蓋
前

域
オ

リ
ー

ブ
核

、
カ

ハ
ー

ル
(C

aj
al

)間
質

核
、

ダ
ル

ク
シ

ェ
ー

ビ
チ

(D
ar

ks
c
h
e
w

it
sc

h
)核

、
エ

デ
ィ

ン
ガ

ー
･ウ

ェ
ス

ト
フ

ァ
ル

(E
di

n
ge

r-
W

e
st

ph
al

)核
、

動
眼

神
経

核
、

後
交

連
核

、
視

覚
伝

導
路

、
対

光
反

射
、

A
rg

yl
l-

R
o
be

rt
o
so

n
瞳

孔
、

聴
覚

伝
導

路

4
4
/
5
(木

)
2

1
3
1

視
床

下
部

の
構

造
と

機
能

ス
ト

レ
ス

反
応

と
本

能
・
情

動
行

動
渡

邊
　

達
生

統
合

生
理

学

視
床

下
部

の
構

造
と

機
能

を
内

分
泌

及
び

自
律

機
能

と
関

連
づ

け
て

概
説

で
き

る
ス

ト
レ

ス
反

応
と

本
能

・
情

動
行

動
の

発
現

機
序

を
概

説
で

き
る

視
床

下
部

ー
下

垂
体

系
、

乳
頭

体
、

視
索

上
核

、
室

傍
核

、
ホ

ル
モ

ン
分

泌
本

能
、

情
動

、
海

馬
、

扁
桃

体
、

辺
縁

系
、

視
床

下
部

(室
房

核
 )

5
4
/
6
(金

)
3

1
3
1

大
脳

基
底

核
の

構
造

と
機

能
加

藤
　

信
介

脳
病

態
医

科
学

大
脳

基
底

核
の

構
造

と
機

能
（
連

絡
路

）
を

概
説

で
き

る

大
脳

基
底

核
、

線
条

体
（
尾

状
核

、
被

殻
）
、

淡
蒼

球
、

レ
ン

ズ
核

、
 扁

桃
体

、
Y
ak

o
vl

e
v（

ヤ
コ

ブ
レ

フ
）

回
路

、
ク

リ
ュ

ー
バ

ー
-
ビ

ュ
ー

シ
ー

症
候

群
、

マ
イ

ネ
ル

ト
基

底
核

(A
c
e
th

yl
c
h
o
lin

e
)、

前
障

、
乳

頭
体

、
前

頭
前

野
・
運

動
前

野
-
尾

状
核

路
（
G

u
lt
am

at
e
）
、

運
動

前
野

・
運

動
野

・
感

覚
野

-
被

殻
路

（
G

u
lt
am

at
e
）
、

視
床

下
核

-
淡

蒼
球

路
（
G

u
lt
am

at
e
）
、

線
条

体
-
淡

蒼
球

路
(G

A
B

A
)、

レ
ン

ズ
核

束
・

レ
ン

ズ
核

ワ
ナ

(淡
蒼

球
内

節
-
視

床
路

：
G

A
B

A
)、

淡
蒼

球
外

節
-
視

床
下

核
路

(G
A

B
A

)、
線

条
体

ｰ
黒

質
路

(G
A

B
A

)、
黒

質
-
線

条
体

路
(D

o
pa

m
in

e
)、

視
床

(C
M

)-
被

殻
路

(A
c
e
th

yl
c
h
o
lin

e
)、

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

(P
ar

ki
n
so

n
)病

、
ハ

ン
チ

ン
ト

ン
(H

u
n
ti
n
gt

o
n
)病

6
4
/
6
(金

)
4

1
3
1

間
脳

の
構

造
と

機
能

加
藤

　
信

介
脳

病
態

医
科

学
間

脳
（
視

床
を

中
心

）
の

構
造

と
機

能
（
連

絡
路

）
を

説
明

で
き

る

視
床

(背
側

視
床

)、
視

床
亜

核
、

前
核

群
A

（
P

ap
e
z回

路
）
、

内
側

核
群

M
D

（
T
h
al

am
ic

 d
e
m

e
n
ti
a・

Y
ak

o
vl

e
v回

路
）
 、

正
中

核
群

（
視

床
間

橋
）
、

髄
板

内
核

群
C

M
・
P

F
（
ア

ン
ダ

ー
ソ

ン
・
ア

ン
デ

ル
セ

ン
[A

n
de

rs
o
n
 &

 A
n
de

rs
se

n
]仮

説
：
α

波
形

成
）
、

外
側

核
群

（
上

丘
→

）
L
D

（
→

P
1
）
･（

上
丘

→
）
L
P

(→
帯

状
回

)･
（
上

丘
→

）
P

u
l（

→
P

2
・
視

覚
連

合
野

）
、

腹
側

核
群

（
淡

蒼
球

→
）
V

A
（
→

B
6
）
･（

小
脳

→
）
V

L
（
→

B
4
）
･(

C
2
以

下
→

)V
P

L
（
→

B
3
･1

･2
）
･（

三
叉

→
）
V

P
M

（
→

B
3
･1

･2
）
、

視
床

後
部

(外
側

膝
状

体
、

内
側

膝
状

体
）
、

視
床

ｰ
大

脳
皮

質
連

絡
路

（
視

床
放

線
：
前

脚
[A

・
M

D
]、

後
脚

[V
A

・
V

L
・
V

P
L
・
V

P
M

・
L
D

・
L
P

]、
後

部
[L

G
B

・
M

G
B

]）
、

D
o
pa

m
in

e
作

動
系

、
視

床
下

核
(ル

イ
体

：
腹

側
視

床
)、

ヘ
ミ

バ
リ

ス
ム

、
松

果
体

（
視

床
上

部
）
、

手
綱

核
、

メ
ラ

ト
ニ

ン
（
視

交
叉

上
核

・
視

床
下

部
・
脊

髄
側

角
・
上

頚
交

感
神

経
節

）
、

脳
室

周
囲

器
官

（
脳

弓
下

器
官

、
終

板
血

管
器

官
、

神
経

性
下

垂
体

、
正

中
隆

起
、

交
連

下
器

官
、

松
果

体
、

最
後

野
）
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回 数
月

日
時

限
講

義
室

授
業

内
容

担
当

者
講

座
・

分
野

・
診

療
到

達
目

標
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド

7
4
/
1
1
(水

)
3

1
3
1

小
脳

の
構

造
と

機
能

加
藤

　
信

介
脳

病
態

医
科

学
小

脳
の

構
造

と
機

能
を

概
説

で
き

る

小
脳

（
小

脳
半

球
、

小
脳

虫
部

）
、

前
葉

（
古

小
脳

：
脊

髄
小

脳
路

）
、

後
葉

（
新

小
脳

：
橋

小
脳

路
）
、

片
葉

小
節

葉
（
原

小
脳

：
前

庭
小

脳
路

[一
次

・
二

次
・
直

接
]）

、
プ

ル
キ

ン
エ

細
胞

、
顆

粒
細

胞
(平

行
線

維
)、

小
脳

核
（
歯

状
核

、
栓

状
核

、
球

状
核

、
室

頂
核

）
、

橋
核

(苔
状

線
維

)、
下

半
月

小
葉

、
二

腹
小

葉
、

小
脳

扁
桃

、
上

半
月

小
葉

、
単

小
葉

、
四

角
小

葉
、

小
舌

、
中

心
小

葉
、

山
頂

、
山

腹
、

虫
部

葉
、

虫
部

隆
起

、
虫

部
錐

体
、

虫
部

垂
、

小
節

、
上

小
脳

脚
（
結

合
腕

）
、

上
髄

帆
、

小
脳

視
床

路
、

小
脳

赤
核

路
、

前
脊

髄
小

脳
路

、
中

小
脳

脚
（
橋

腕
）
、

下
小

脳
脚

(索
状

体
)、

下
髄

帆
、

下
オ

リ
ー

ブ
小

脳
路

（
登

上
線

維
）
、

楔
状

束
核

小
脳

路
、

後
脊

髄
小

脳
路

、
口

蓋
ミ

オ
ク

ロ
ー

ヌ
ス

、
G

u
ill

ai
n
-
M

o
lla

re
t三

角
（
赤

核
→

中
心

被
蓋

路
→

下
オ

リ
ー

ブ
核

→
小

脳
プ

ル
キ

ン
エ

細
胞

→
赤

核
）
、

室
頂

核
前

庭
路

（
非

交
叉

性
[下

小
脳

脚
]・

交
叉

性
[鈎

状
束

・
上

髄
帆

]）
、

脳
ヘ

ル
ニ

ア

8
4
/
1
1
(水

)
4

1
3
1

脊
髄

の
構

造
と

機
能

加
藤

　
信

介
脳

病
態

医
科

学
脊

髄
の

構
造

と
機

能
局

在
及

び
伝

導
路

を
説

明
で

き
る

頸
髄

（
C

1
-
8
）
、

胸
髄

(T
1
-
1
2
)、

腰
髄

(L
1
-
5
)、

仙
髄

(S
1
-
4
)、

尾
髄

（
C

o
）
、

T
1
>
T
2
 、

S
1
>
S
2
>
S
3
、

前
角

、
後

角
、

側
索

、
前

索
、

後
索

、
内

側
毛

様
体

、
脊

髄
硬

膜
、

前
根

、
後

根
、

ヤ
コ

ビ
(J

ac
o
by

)線
、

ゴ
ル

(G
o
ll)

束
、

ブ
ル

ダ
ッ

ハ
(B

u
rd

ac
h
)束

、
外

側
皮

質
脊

髄
路

、
前

皮
質

脊
髄

路
、

ク
ラ

ー
ク

(C
la

rk
e
)核

(C
8
-
L
2
)、

中
間

質
外

側
核

(T
1
-
L
2
)、

オ
ナ

フ
(O

n
u
fr

o
vi

c
tz

)核
(S

2
)、

レ
キ

シ
ー

ド
(R

e
xe

e
d)

分
類

、
外

側
脊

髄
視

床
路

、
前

脊
髄

視
床

路
、

デ
ル

マ
ト

ー
ム

、
ブ

ラ
ウ

ン
-
セ

カ
ー

ル
(B

ro
w

n
-
S
e
qu

al
)症

候
群

、
皮

質
赤

核
路

ｰ
赤

核
脊

髄
路

、
皮

質
網

様
体

路
ｰ

網
様

体
脊

髄
路

、
前

庭
脊

髄
路

、
視

蓋
脊

髄
路

、
間

質
核

脊
髄

路
、

α
-
γ

 l
in

ka
ge

 、
D

e
je

ri
n
e
-
K
lu

m
p
ke

麻
痺

、
　

D
u
c
h
e
n
n
e
-
E
rb

麻
痺

9
4
/
1
3
(金

)
1

1
3
1

脳
幹

の
構

造
と

伝
導

路
脳

幹
の

機
能

稲
垣

　
喜

三
麻

酔
・
集

中
治

療
医

学
脳

幹
の

構
造

と
伝

導
路

を
説

明
で

き
る

脳
幹

の
機

能
を

概
説

で
き

る
中

脳
、

橋
、

延
髄

、
黒

質
、

大
脳

脚
、

青
斑

核
、

小
脳

脚
、

橋
核

、
下

オ
リ

ー
ブ

核
、

錐
体

脳
幹

網
様

体
、

意
識

、
マ

グ
ー

ン
の

脳
幹

網
様

体
賦

活
系

、
呼

吸
中

枢
、

循
環

中
枢

、
眼

球
運

動

1
0

4
/
1
3
(金

)
2

1
3
1

末
梢

神
経

系
の

構
成

と
構

造
自

律
神

経
の

構
造

と
分

布
加

藤
　

信
介

脳
病

態
医

科
学

末
梢

神
経

系
を

概
説

で
き

る
交

感
神

経
系

を
概

説
で

き
る

副
交

感
神

経
系

を
概

説
で

き
る

脳
神

経
（
1
2
対

）
、

自
律

神
経

、
交

感
神

経
、

交
感

神
経

幹
（
頸

部
3
対

、
胸

部
1
0
-
1
2
対

、
腰

部
4
-
5
対

、
仙

骨
部

）
、

星
状

神
経

節
ブ

ロ
ッ

ク
、

カ
ウ

ザ
ル

ギ
ー

（
灼

熱
痛

）
、

副
交

感
神

経
、

動
眼

神
経

副
(E

di
n
ge

r-
W

e
st

ph
al

)核
、

毛
様

体
神

経
節

、
顔

面
神

経
上

唾
液

核
、

翼
口

蓋
神

経
節

、
顎

下
神

経
節

、
舌

咽
神

経
下

唾
液

核
、

耳
神

経
節

、
迷

走
神

経
背

側
核

、
脊

髄
副

交
感

神
経

：
S
2
-
S
4
、

ホ
ル

ネ
ル

症
候

群
、

腹
腔

神
経

節
、

上
腸

間
膜

神
経

節
、

下
腸

間
膜

神
経

節
、

視
床

下
部

-
中

間
質

外
側

核
路

（
D

o
pa

m
in

e
）
、

 節
前

ニ
ュ

ー
ロ

ン
、

節
後

ニ
ュ

ー
ロ

ン
、

 ア
ド

リ
ナ

リ
ン

作
動

性
線

維
、

コ
リ

ン
作

動
性

線
維

、
発

汗
・
全

身
静

脈
、

立
毛

筋
、

孤
束

核

1
1

4
/
1
8
(水

)
3

1
3
1

運
動

の
伝

達
加

藤
　

信
介

脳
病

態
医

科
学

運
動

発
現

機
構

を
随

意
運

動
系

と
不

随
意

運
動

系
を

中
心

と
し

て
概

説
で

き
る

皮
質

核
路

（
両

側
支

配
：
顔

面
下

半
分

の
顔

面
神

経
・
舌

下
神

経
は

対
側

支
配

）
、

前
皮

質
脊

髄
路

、
外

側
皮

質
脊

髄
路

、
前

頭
前

野
、

尾
状

核
、

淡
蒼

球
内

節
、

レ
ン

ズ
核

束
、

レ
ン

ズ
核

ワ
ナ

、
視

床
（
V

A
+
V

L
)、

運
動

野
ベ

ッ
ツ

(B
e
tz

)細
胞

、
運

動
前

野
、

線
条

体
（
尾

状
核

・
被

殻
）
、

黒
質

、
視

床
下

核
、

前
頭

橋
路

、
橋

核
、

苔
状

線
維

、
顆

粒
細

胞
、

平
行

線
維

、
プ

ル
キ

ン
エ

細
胞

、
小

脳
歯

状
核

・
赤

核
路

、
小

脳
歯

状
核

・
視

床
路

、
皮

質
赤

核
路

ｰ
赤

核
脊

髄
路

、
皮

質
網

様
体

路
ｰ

網
様

体
脊

髄
路

、
前

庭
脊

髄
路

、
視

蓋
脊

髄
路

、
間

質
核

脊
髄

路
、

脳
幹

運
動

核
、

脊
髄

前
角

細
胞

，
前

脊
髄

小
脳

路
、

後
脊

髄
小

脳
路

、
楔

状
束

核
小

脳
路

、
痙

性
麻

痺
、

バ
ビ

ン
ス

キ
ー

反
射

(d
o
rs

i 
re

fl
e
x：

B
4
、

fa
m

m
in

g
re

fl
e
x：

B
6
)、

病
的

反
射

（
C

h
ad

do
c
k、

H
o
ff
m

an
、

R
o
ss

o
lim

o
）

1
2

4
/
1
8
(水

)
4

1
3
1

中
枢

神
経

系
の

血
管

構
築

と
血

管
支

配
加

藤
　

信
介

脳
病

態
医

科
学

中
枢

神
経

系
の

血
管

構
築

と
血

管
支

配
領

域
を

説
明

で
き

る

ウ
ィ

リ
ス

(W
ill

is
)動

脈
輪

、
前

大
脳

動
脈

、
ホ

イ
ブ

ナ
ー

(H
e
u
bn

e
r)

動
脈

、
pe

ri
c
al

lo
sa

l、
c
al

lo
so

m
ar

gi
n
al

、
中

大
脳

動
脈

、
前

脈
絡

叢
動

脈
、

レ
ン

ズ
核

線
条

体
動

脈
、

pr
e
fr

o
n
ta

l、
pr

e
c
e
n
tr

al
、

 c
e
n
tr

al
、

頭
頂

葉
枝

、
側

頭
葉

枝
、

角
回

動
脈

、
後

大
脳

動
脈

、
o
c
c
ip

it
o
pa

ri
e
ta

l、
c
al

c
ar

in
e
、

h
ip

po
c
am

pa
l、

椎
骨

脳
底

動
脈

、
P

IC
A

、
A

IC
A

、
S
C

A
、

視
床

穿
通

動
脈

、
視

床
膝

状
体

動
脈

、
後

脈
絡

膜
動

脈
、

前
交

通
動

脈
、

ba
sa

l 
fo

re
br

ai
n
、

後
交

通
動

脈
、

前
有

孔
質

、
後

有
孔

質
、

前
脊

髄
動

脈
、

ア
ダ

ム
キ

ュ
ー

ビ
ッ

ツ
(A

da
m

ki
e
w

ic
z)

動
脈

、
上

・
下

矢
状

静
脈

洞
、

表
在

静
脈

系
、

ト
ロ

ラ
ー

ド
(T

ro
la

rd
)静

脈
、

ラ
ベ

(L
ab

bé
)静

脈
、

深
部

静
脈

系
、

ガ
レ

ン
(G

al
e
n
)大

静
脈

、
海

綿
静

脈
洞

、
ワ

レ
ン

ベ
ル

グ
(W

al
le

n
be

rg
)症

候
群

、
デ

ジ
ェ

リ
ン

(D
e
je

ri
n
e
)症

候
群

、
デ

ジ
ェ

リ
ン

-
ル

ー
シ

ー
(D

e
je

ri
n
e
-
R

o
u
ss

y)
症

候
群

1
3

4
/
2
5
(水

)
3

1
3
1

脳
神

経
の

分
布

と
機

能
海

藤
　

俊
行

解
剖

学
脳

神
経

の
名

称
、

核
の

局
在

、
走

行
・
分

布
と

機
能

を
概

説
で

き
る

嗅
神

経
、

視
神

経
、

動
眼

神
経

、
滑

車
神

経
、

三
叉

神
経

、
外

転
神

経
、

顔
面

神
経

、
内

耳
神

経
、

舌
咽

神
経

、
迷

走
神

経
、

副
神

経
、

舌
下

神
経

1
4

4
/
2
5
(水

)
4

1
3
1

脊
髄

神
経

の
分

布
と

機
能

海
藤

　
俊

行
解

剖
学

脊
髄

神
経

と
神

経
叢

（
頚

腕
神

経
叢

の
構

成
及

び
主

な
骨

格
筋

支
配

と
皮

膚
分

布
を

概
説

で
き

る
）

頚
神

経
叢

、
腕

神
経

叢
、

運
動

神
経

の
骨

格
筋

支
配

、
感

覚
神

経
の

皮
膚

分
布

領
域
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回 数
月

日
時

限
講

義
室

授
業

内
容

担
当

者
講

座
・

分
野

・
診

療
到

達
目

標
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド

1
5

4
/
2
7
(金

)
3

1
3
1

脊
髄

神
経

の
分

布
と

機
能

海
藤

　
俊

行
解

剖
学

脊
髄

神
経

と
神

経
叢

（
腰

仙
骨

神
経

叢
の

構
成

及
び

主
な

骨
格

筋
支

配
と

皮
膚

分
布

を
概

説
で

き
る

）
腰

神
経

叢
、

仙
骨

神
経

叢
、

運
動

神
経

の
骨

格
筋

支
配

、
感

覚
神

経
の

皮
膚

分
布

領
域

1
6

4
/
2
7
(金

)
4

1
3
1

感
覚

の
伝

達
海

藤
　

俊
行

解
剖

学
表

在
感

覚
と

深
部

感
覚

の
受

容
機

序
と

伝
導

路
を

説
明

で
き

る

表
在

感
覚

受
容

体
（
マ

イ
ス

ネ
ル

小
体

、
パ

チ
ニ

小
体

、
メ

ル
ケ

ル
細

胞
、

自
由

神
経

終
末

、
柵

状
神

経
終

末
）
、

深
部

受
容

器
（
筋

紡
錘

、
腱

紡
錘

）
、

脊
髄

視
床

路
、

後
索

-
内

側
毛

帯
路

、
三

叉
神

経
に

よ
る

感
覚

性
伝

導
路

1
7

5
/
2
(水

)
3

1
3
1

髄
膜

の
構

造
と

機
能

脳
室

の
構

造
と

機
能

脳
脊

髄
液

の
産

生
と

性
状

及
び

循
環

加
藤

　
信

介
脳

病
態

医
科

学
脳

膜
脳

室
系

の
構

造
と

脳
脊

髄
液

の
産

生
と

循
環

を
説

明
で

き
る

大
脳

硬
膜

（
内

葉
＋

外
葉

:骨
膜

）
、

脊
髄

硬
膜

（
内

葉
）
、

く
も

膜
、

脳
軟

膜
、

ア
ス

ト
ロ

サ
イ

ト
fo

o
tp

ro
c
e
ss

、
基

底
膜

、
硬

膜
上

腔
、

硬
膜

下
腔

、
く
も

膜
下

腔
、

大
脳

鎌
、

小
脳

テ
ン

ト
、

小
脳

鎌
、

硬
膜

静
脈

洞
、

側
脳

室
、

第
3
脳

室
、

中
脳

水
道

、
第

4
脳

室
、

M
o
n
ro

孔
、

M
ag

e
n
di

e
孔

、
L
u
sc

h
ka

孔
、

く
も

膜
顆

粒
、

脈
絡

叢
、

脳
脊

髄
液

、
脳

血
液

関
門

、
脳

室
周

囲
器

官
群

、
血

液
脳

脊
髄

液
関

門
、

A
rn

o
rd

-
C

h
ia

ri
奇

形
：
脊

髄
空

洞
症

（
Ⅰ

型
）
・
脊

髄
髄

膜
瘤

（
Ⅱ

型
）
・
後

頭
下

部
髄

膜
瘤

（
Ⅲ

型
）
・
小

脳
形

成
不

全
（
Ⅳ

型
）
、

D
an

dy
-
W

al
ke

r症
候

群
（
後

脳
発

生
障

害
）

1
8

5
/
9
(水

)
3

1
3
1

脳
解

剖
学

概
論

講
義

（
Ⅰ

）
加

藤
　

信
介

脳
病

態
医

科
学

脳
解

剖
実

習
に

必
要

な
中

枢
神

経
系

の
各

部
の

解
剖

学
的

名
称

と
局

在
を

概
説

で
き

る

大
脳

、
中

脳
、

橋
、

延
髄

、
小

脳
、

脳
神

経
、

ウ
ィ

リ
ス

動
脈

輪
、

脳
幹

切
除

方
法

、
シ

ル
ヴ

ィ
ウ

ス
溝

、
中

心
溝

、
頭

頂
後

頭
溝

、
後

頭
前

切
痕

、
運

動
野

、
感

覚
野

、
ブ

ロ
ー

カ
野

、
ウ

ェ
ル

ニ
ッ

ケ
野

、
マ

ジ
ャ

ン
デ

ィ
ー

孔
、

モ
ン

ロ
ー

孔
、

鳥
距

溝
、

S
yl

vi
an

 f
is

su
re

、
c
e
n
tr

al
 s

u
lc

u
s、

pa
ri
e
to

o
c
c
ip

it
al

 s
u
lc

u
s、

pr
e
o
c
c
ip

it
al

 n
o
tc

h
、

m
o
to

r 
c
o
rt

e
x、

se
n
so

ry
 c

o
rt

e
x、

B
ro

c
a 

ar
e
a、

W
e
rn

ic
ke

 a
re

a、
F
o
ra

m
e
n

o
f 
M

ag
e
n
di

e
、

fo
ra

m
in

a 
o
f 
L
u
sc

h
ka

、
c
ra

n
ia

l 
n
e
rv

e
s、

su
pe

ri
o
r 

c
o
lli

c
ul

u
s、

pa
ri
e
to

-
o
c
c
ip

it
al

su
lc

u
s、

c
al

c
ar

in
e
 s

u
lc

u
s

1
9

5
/
9
(水

)
4

1
3
1

脳
解

剖
学

概
論

講
義

（
Ⅱ

）
加

藤
　

信
介

脳
病

態
医

科
学

脳
解

剖
実

習
に

必
要

な
中

枢
神

経
系

の
各

部
の

解
剖

学
的

名
称

と
局

在
を

概
説

で
き

る

脳
前

額
切

断
法

、
脳

水
平

切
断

法
、

前
頭

葉
、

側
頭

葉
、

後
頭

葉
、

頭
頂

葉
、

脳
回

、
側

脳
室

、
海

馬
、

尾
状

核
、

被
殻

、
淡

蒼
球

、
前

障
、

扁
桃

体
、

視
床

、
視

床
下

部
、

乳
頭

体
、

脈
絡

叢
、

第
3
脳

室
、

第
4
脳

室
、

小
脳

脚
、

黒
質

、
大

脳
脚

、
上

丘
、

下
丘

、
オ

リ
ー

ブ
核

、
網

様
体

、
c
in

gu
la

te
 s

u
lc

u
s、

c
al

lo
sa

l
su

lc
u
s、

c
o
rp

u
s 

c
al

lo
su

m
、

an
te

ri
o
r 

c
o
m

m
is

su
re

、
se

pt
u
m

 p
e
llu

c
id

u
m

、
fo

rn
ix

、
th

al
am

u
s、

m
as

sa
 i
n
te

rm
e
di

a、
fo

ra
m

e
n
 o

f 
M

o
n
ro

、
c
h
o
ro

id
 p

le
xu

s、
pi

n
e
al

 b
o
dy

、
m

am
m

ill
ar

y 
bo

dy
、

c
e
re

be
lla

r 
h
e
m

is
ph

e
re

、
ve

rm
is

、
su

pe
ri
o
r 

an
d 

m
id

dl
e
 a

n
d 

in
fe

ri
o
r 

c
e
re

be
lla

r 
pe

du
n
c
le

s、
c
e
re

be
lla

r 
de

n
ta

te
 n

u
c
le

u
s

2
0

5
/
1
1
(金

)
3

解
剖

脳
解

剖
学

実
習

加
藤

　
信

介

海
藤

　
俊

行

脳
病

態
医

科
学

解
剖

学

中
枢

神
経

系
の

各
部

の
解

剖
学

的
名

称
と

局
在

を
説

明
で

き
、

三
次

元
的

構
造

と
そ

の
有

機
的

連
絡

結
合

を
概

説
で

き
る

大
脳

、
前

頭
葉

(F
1
：
補

足
運

動
野

、
F
2
：
前

頭
眼

野
、

F
3
)、

側
頭

葉
（
T
1
：
ヘ

ッ
シ

ェ
ル

回
、

T
2
、

T
3
、

紡
錘

状
回

、
海

馬
傍

回
、

海
馬

）
、

頭
頂

葉
(P

1
、

P
2
：
角

回
)、

後
頭

葉
（
鳥

距
溝

）
、

運
動

野
、

感
覚

野
、

ブ
ロ

ー
カ

言
語

野
、

ウ
ェ

ル
ニ

ッ
ケ

言
語

野
、

中
心

溝
、

外
側

溝
、

頭
頂

後
頭

溝
、

後
頭

前
切

痕

2
1

5
/
1
1
(金

)
4

解
剖

脳
解

剖
学

実
習

加
藤

　
信

介

海
藤

　
俊

行

脳
病

態
医

科
学

解
剖

学

中
枢

神
経

系
の

各
部

の
解

剖
学

的
名

称
と

局
在

を
説

明
で

き
、

三
次

元
的

構
造

と
そ

の
有

機
的

連
絡

結
合

を
概

説
で

き
る

脳
神

経
（
大

脳
[Ⅰ

：
嗅

神
経

、
Ⅱ

：
視

神
経

]、
中

脳
[Ⅲ

：
動

眼
神

経
、

Ⅳ
：
滑

車
神

経
]、

橋
[Ⅴ

：
三

叉
神

経
、

Ⅵ
：
外

転
神

経
、

Ⅶ
：
顔

面
神

経
、

Ⅷ
：
聴

神
経

]、
延

髄
[Ⅸ

：
舌

咽
神

経
、

Ⅹ
：
迷

走
神

経
、

Ⅺ
：
副

神
経

、
Ⅻ

：
舌

下
神

経
]）

、
脳

底
部

、
視

索
、

視
交

叉
、

前
有

孔
質

、
後

有
孔

質
、

乳
頭

体
、

直
回

、
眼

窩
回

、
鈎

、
中

脳
、

橋
、

延
髄

、
延

髄
錐

体
、

下
オ

リ
ー

ブ
核

、
マ

ジ
ャ

ン
デ

ィ
孔

、
ル

シ
ュ

カ
孔

、
小

脳
（
虫

部
、

半
球

）

2
2

5
/
1
1
(金

)
5

解
剖

脳
解

剖
学

実
習

加
藤

　
信

介

海
藤

　
俊

行

脳
病

態
医

科
学

解
剖

学

中
枢

神
経

系
の

各
部

の
解

剖
学

的
名

称
と

局
在

を
説

明
で

き
、

三
次

元
的

構
造

と
そ

の
有

機
的

連
絡

結
合

を
概

説
で

き
る

ウ
ィ

リ
ス

動
脈

輪
（
IC

、
A

C
A

、
A

c
o
m

、
P

C
A

、
P

c
o
m

）
、

M
C

A
、

B
A

、
V

A
、

P
IC

A
、

A
IC

A
、

S
C

A
、

脳
前

額
断

、
脳

水
平

断
、

側
脳

室
、

脈
絡

叢
、

第
三

脳
室

、
第

四
脳

室
、

モ
ン

ロ
ー

孔
、

上
・
下

矢
状

静
脈

洞
、

表
在

静
脈

系
、

浅
中

大
脳

静
脈

、
ト

ロ
ラ

ー
ド

(T
ro

la
rd

)静
脈

、
ラ

ベ
(L

ab
bé

)静
脈

、
脳

幹
切

除

2
3

5
/
1
6
(水

)
3

解
剖

脳
解

剖
学

実
習

加
藤

　
信

介

海
藤

　
俊

行

脳
病

態
医

科
学

解
剖

学

中
枢

神
経

系
の

各
部

の
解

剖
学

的
名

称
と

局
在

を
説

明
で

き
、

三
次

元
的

構
造

と
そ

の
有

機
的

連
絡

結
合

を
概

説
で

き
る

被
殻

、
尾

状
核

、
淡

蒼
球

、
松

果
体

、
前

障
、

レ
ン

ズ
核

、
扁

桃
体

、
前

交
連

、
後

交
連

、
脳

梁
、

脳
弓

、
脈

絡
叢

、
乳

頭
体

、
海

馬
、

脳
弓

、
中

隔
核

、
ブ

ロ
ー

カ
対

角
帯

核
、

マ
イ

ネ
ル

ト
基

底
核

、
脳

梁
、

帯
状

回
、

鳥
距

溝
、

頭
頂

後
頭

溝
、

視
床

、
視

床
間

橋
、

視
床

下
部

、
側

脳
室

、
側

脳
室

下
角

2
4

5
/
1
6
(水

)
4

解
剖

脳
解

剖
学

実
習

加
藤

　
信

介

海
藤

　
俊

行

脳
病

態
医

科
学

解
剖

学

中
枢

神
経

系
の

各
部

の
解

剖
学

的
名

称
と

局
在

を
説

明
で

き
、

三
次

元
的

構
造

と
そ

の
有

機
的

連
絡

結
合

を
概

説
で

き
る

尾
状

核
（
頭

・
尾

）
、

被
殻

、
淡

蒼
球

、
扁

桃
体

、
視

床
、

視
床

下
部

、
乳

頭
体

、
視

床
下

核
、

外
側

膝
状

体
、

内
側

膝
状

体
、

半
卵

円
中

心
、

錐
体

路
、

内
包

、
外

包
、

最
外

包
、

前
障

、
島

回
、

辺
縁

葉
、

海
馬

、
海

馬
傍

回
、

扁
桃

核

2
5

5
/
2
3
(水

)
3

解
剖

脳
解

剖
学

実
習

加
藤

　
信

介

海
藤

　
俊

行

脳
病

態
医

科
学

解
剖

学

中
枢

神
経

系
の

各
部

の
解

剖
学

的
名

称
と

局
在

を
説

明
で

き
、

三
次

元
的

構
造

と
そ

の
有

機
的

連
絡

結
合

を
概

説
で

き
る

中
脳

、
動

眼
神

経
、

滑
車

神
経

、
黒

質
、

赤
核

、
上

丘
、

下
丘

、
中

脳
水

道
、

中
脳

水
道

周
囲

灰
白

質
、

大
脳

脚
、

橋
、

三
叉

神
経

、
外

転
神

経
、

顔
面

神
経

、
聴

神
経

、
青

斑
核

、
橋

横
繊

維
、

橋
縦

繊
維

、
青

斑
核

、
孤

束
核

、
内

側
縦

束
、

上
小

脳
脚

、
中

小
脳

脚
、

下
小

脳
脚
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回 数
月

日
時

限
講

義
室

授
業

内
容

担
当

者
講

座
・

分
野

・
診

療
到

達
目

標
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド

2
6

5
/
2
3
(水

)
4

解
剖

脳
解

剖
学

実
習

加
藤

　
信

介

海
藤

　
俊

行

脳
病

態
医

科
学

解
剖

学

中
枢

神
経

系
の

各
部

の
解

剖
学

的
名

称
と

局
在

を
説

明
で

き
、

三
次

元
的

構
造

と
そ

の
有

機
的

連
絡

結
合

を
概

説
で

き
る

延
髄

、
迷

走
神

経
、

舌
咽

神
経

、
副

神
経

、
舌

下
神

経
、

延
髄

錐
体

、
疑

核
、

介
在

核
、

ロ
ー

ラ
ー

核
、

下
オ

リ
ー

ブ
核

、
小

脳
、

小
脳

冠
状

断
、

小
脳

矢
状

断
、

小
脳

虫
部

、
小

脳
半

球
、

小
脳

核
（
歯

状
核

、
栓

状
核

、
球

状
核

、
室

頂
核

）
、

下
半

月
小

葉
、

二
腹

小
葉

、
小

脳
扁

桃
、

上
半

月
小

葉
、

単
小

葉
、

四
角

小
葉

、
小

舌
、

中
心

小
葉

、
山

頂
、

山
腹

、
虫

部
葉

、
虫

部
隆

起
、

虫
部

錐
体

、
虫

部
垂

、
小

節

2
7

5
/
2
5
(金

)
3

1
3
1

脳
内

神
経

伝
達

物
質

中
曽

　
一

裕
統

合
分

子
医

化
学

主
な

脳
内

神
経

伝
達

物
質

と
そ

の
作

用
を

説
明

で
き

る
ド

ー
パ

ミ
ン

、
ノ

ル
ア

ド
レ

ナ
リ

ン
、

ア
セ

チ
ル

コ
リ

ン
、

セ
ロ

ト
ニ

ン
、

ヒ
ス

タ
ミ

ン
、

グ
ル

タ
ミ

ン
酸

、
G

A
B

A
、

神
経

ペ
プ

チ
ド

、
受

容
体

、
ア

ゴ
ニ

ス
ト

、
ア

ン
タ

ゴ
ニ

ス
ト

2
8

5
/
2
5
(金

)
4

1
3
1

脳
内

神
経

伝
達

物
質

中
曽

　
一

裕
統

合
分

子
医

化
学

主
な

脳
内

神
経

伝
達

物
質

と
そ

の
作

用
を

説
明

で
き

る
ド

ー
パ

ミ
ン

、
ノ

ル
ア

ド
レ

ナ
リ

ン
、

ア
セ

チ
ル

コ
リ

ン
、

セ
ロ

ト
ニ

ン
、

ヒ
ス

タ
ミ

ン
、

グ
ル

タ
ミ

ン
酸

、
G

A
B

A
、

神
経

ペ
プ

チ
ド

、
受

容
体

、
ア

ゴ
ニ

ス
ト

、
ア

ン
タ

ゴ
ニ

ス
ト

2
9

5
/
3
0
(水

)
3

1
3
1

中
枢

神
経

作
用

薬
中

曽
　

一
裕

統
合

分
子

医
化

学

中
枢

神
経

作
用

薬
（
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

薬
，

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
病

薬
，

抗
て

ん
か

ん
薬

抗
精

神
病

薬
，

抗
う

つ
薬

，
抗

不
安

薬
、

中
枢

神
経

興
奮

薬
ほ

か
）
の

薬
理

機
序

を
説

明
で

き
る

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

病
、

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
病

、
て

ん
か

ん
、

ド
ー

パ
ミ

ン
、

ド
ー

パ
ミ

ン
受

容
体

、
ア

セ
チ

ル
コ

リ
ン

、
ア

セ
チ

ル
コ

リ
ン

エ
ス

テ
ラ

ー
ゼ

、
G

A
B

A
、

グ
ル

タ
ミ

ン
酸

、
統

合
失

調
症

、
う

つ
病

、
不

眠
、

不
安

、
ド

ー
パ

ミ
ン

、
セ

ロ
ト

ニ
ン

、
三

環
系

・
四

環
系

抗
う

つ
薬

、
S
S
R

I、
ベ

ン
ゾ

ジ
ア

ゼ
ピ

ン
類

3
0

5
/
3
0
(水

)
4

1
3
1

正
常

中
枢

神
経

組
織

学
概

論
講

義
加

藤
　

信
介

脳
病

態
医

科
学

正
常

中
枢

神
経

組
織

像
が

概
説

で
き

る

大
脳

皮
質

(運
動

皮
質

･B
e
tz

細
胞

)、
海

馬
(C

A
1
･S

o
m

m
e
r扇

形
部

)、
被

殻
(大

型
細

胞
1
･小

型
細

胞
1
3
0
)、

淡
蒼

球
（
外

節
･内

節
）
、

視
床

、
内

包
、

外
包

、
最

外
包

、
前

障
、

島
回

、
中

脳
（
上

丘
、

中
脳

水
道

、
中

脳
水

道
周

囲
灰

白
質

、
動

眼
神

経
核

、
黒

質
、

赤
核

、
大

脳
脚

)、
橋

(橋
核

、
青

斑
核

、
橋

縦
束

、
橋

横
走

線
維

)、
延

髄
(舌

下
神

経
核

、
迷

走
神

経
背

側
核

、
内

側
毛

帯
、

下
オ

リ
ー

ブ
核

、
延

髄
錐

体
)、

小
脳

(P
u
rk

in
je

細
胞

、
顆

粒
細

胞
、

小
脳

歯
状

核
)、

脊
髄

(頚
髄

、
胸

髄
、

腰
髄

、
前

角
細

胞
)

3
1

6
/
8
(金

)
3

組
織

実
習

室
正

常
中

枢
神

経
組

織
学

実
習

加
藤

　
信

介
脳

病
態

医
科

学
正

常
大

脳
に

お
け

る
各

部
位

の
神

経
組

織
像

が
説

明
で

き
る

大
脳

皮
質

(運
動

皮
質

･B
e
tz

細
胞

)、
海

馬
(C

A
1
･S

o
m

m
e
r扇

形
部

)、
被

殻
(大

型
細

胞
1
･小

型
細

胞
1
3
0
)、

淡
蒼

球
（
外

節
･内

節
）
、

視
床

、
内

包
、

外
包

、
最

外
包

、
前

障
、

島
回

、

3
2

6
/
8
(金

)
4

組
織

実
習

室
正

常
中

枢
神

経
組

織
学

実
習

加
藤

　
信

介
脳

病
態

医
科

学
正

常
脳

幹
・
小

脳
・
脊

髄
に

お
け

る
神

経
組

織
像

が
説

明
で

き
る

中
脳

（
上

丘
、

中
脳

水
道

、
中

脳
水

道
周

囲
灰

白
質

、
動

眼
神

経
核

、
黒

質
、

赤
核

、
大

脳
脚

)、
橋

(橋
核

、
青

斑
核

、
橋

縦
束

、
橋

横
走

線
維

)、
延

髄
(舌

下
神

経
核

、
迷

走
神

経
背

側
核

、
内

側
毛

帯
、

下
オ

リ
ー

ブ
核

、
延

髄
錐

体
)、

小
脳

(P
u
rk

in
je

細
胞

、
顆

粒
細

胞
、

小
脳

歯
状

核
)、

脊
髄

(頚
髄

、
胸

髄
、

腰
髄

、
前

角
細

胞
)

7
/
2
0
(金

)
1
2
2

基
礎

神
経

学
定

期
試

験
1
3
:0

0
-
1
5
:0

0
加

藤
　

信
介

脳
病

態
医

科
学

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2
、

3
、

4
、

5
、

6
、

7
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。
学

位
授

与
の

方
針

と
の

関
連

：
1
、

2
、

4
授

業
レ

ベ
ル

：
2
(中

級
レ

ベ
ル

)
評

価
：
定

期
試

験
　

1
0
0
%
 、

脳
解

剖
実

習
に

つ
い

て
は

実
習

時
の

態
度

・
実

習
ノ

ー
ト

を
評

価
す

る
、

正
常

中
枢

神
経

組
織

学
実

習
に

つ
い

て
は

実
習

時
の

態
度

・
実

習
ノ

ー
ト

を
評

価
す

る
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基
礎

内
分

泌
・
代

謝
学

科
目

到
達

目
標

：
1
）
内

分
泌

系
の

発
生

と
構

造
を

説
明

で
き

る
。

2
）
内

分
泌

系
の

機
能

を
説

明
で

き
る

。

3
）
内

分
泌

系
の

病
態

生
理

学
を

説
明

で
き

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
渡

邊
　

達
生

（
統

合
生

理
学

）
連

絡
先

：
研

究
室

 T
E
L
: 
0
8
5
9
-
3
8
-
6
0
3
3
、

E
-
m

ai
l: 

w
at

an
ab

e
@

to
tt

o
ri
-
u
.a

c
.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

名
講

座
・

分
野

･診
療

科
到

達
目

標
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド

5
/
2
8
(月

)
内

分
泌

学
総

論
渡

邊
　

達
生

統
合

生
理

学
ホ

ル
モ

ン
の

構
造

分
類

・
作

用
機

序
を

説
明

で
き

る
ホ

ル
モ

ン
分

泌
の

調
節

機
構

を
説

明
で

き
る

タ
ン

パ
ク

ホ
ル

モ
ン

、
ス

テ
ロ

イ
ド

ホ
ル

モ
ン

、
ア

ミ
ン

ホ
ル

モ
ン

、
標

的
器

官
、

受
容

体
、

c
yc

lic
 A

M
P

、
ad

e
n
yl

yl
 c

yc
la

se
、

D
N

A
、

m
R

N
A

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

調
節

、
視

床
下

部
ー

下
垂

体
系

5
/
2
8
(月

)
視

床
下

部
・
下

垂
体

（
１

）
神

崎
　

晋
周

産
期

・
小

児
医

学
視

床
下

部
と

下
垂

体
と

の
連

結
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

成
長

ホ
ル

モ
ン

の
生

理
作

用
を

説
明

で
き

る

視
床

下
部

、
下

垂
体

門
脈

系
、

下
垂

体
前

葉
、

下
垂

体
後

葉
、

成
長

ホ
ル

モ
ン

、
タ

ン
パ

ク
同

化
作

用
、

抗
イ

ン
ス

リ
ン

作
用

、
グ

リ
コ

ー
ゲ

ン
分

解
、

脂
肪

分
解

、
イ

ン
ス

リ
ン

様
成

長
因

子

5
/
2
9
(火

)
視

床
下

部
・
下

垂
体

（
２

）
渡

邊
　

達
生

統
合

生
理

学
A

C
T
H

、
F
S
H

、
L
H

、
T
S
H

、
P

R
L
、

オ
キ

シ
ト

シ
ン

、
バ

ゾ
プ

レ
ッ

シ
ン

の
生

理
作

用
を

説
明

で
き

る
A

C
T
H

、
副

腎
、

F
S
H

、
L
H

、
卵

巣
、

精
巣

、
T
S
H

、
甲

状
腺

、
P

R
L
、

オ
キ

シ
ト

シ
ン

、
乳

房
、

バ
ゾ

プ
レ

ッ
シ

ン
、

腎
臓

5
/
2
9
(火

)
副

腎
（
１

）
渡

邊
　

達
生

統
合

生
理

学
副

腎
の

構
造

と
副

腎
髄

質
ホ

ル
モ

ン
の

生
理

作
用

と
分

泌
調

節
機

構
を

説
明

で
き

る
副

腎
髄

質
、

ア
ド

レ
ナ

リ
ン

、
ノ

ル
ア

ド
レ

ナ
リ

ン
、

血
圧

上
昇

作
用

、
血

糖
上

昇
作

用
、

脂
肪

分
解

作
用

、
熱

産
生

、
交

感
神

経

6
/
4
(月

)
副

腎
（
2
）

渡
邊

　
達

生
統

合
生

理
学

副
腎

皮
質

ホ
ル

モ
ン

の
生

理
作

用
と

分
泌

調
節

機
構

を
説

明
で

き
る

副
腎

皮
質

、
糖

質
コ

ル
チ

コ
イ

ド
、

タ
ン

パ
ク

分
解

、
糖

新
生

、
免

疫
抑

制
、

ス
ト

レ
ス

、
C

R
H

、
A

C
T
H

,鉱
質

コ
ル

チ
コ

イ
ド

、
ア

ル
ド

ス
テ

ロ
ン

、
N

a再
吸

収
、

ア
ン

ギ
オ

テ
ン

シ
ン

、
性

ホ
ル

モ
ン

6
/
4
(月

)
性

ホ
ル

モ
ン

渡
邊

　
達

生
統

合
生

理
学

男
性

・
女

性
ホ

ル
モ

ン
の

合
成

・
代

謝
経

路
と

作
用

を
説

明
で

き
る

ア
ン

ド
ロ

ジ
ェ

ン
、

エ
ス

ト
ロ

ジ
ェ

ン
、

プ
ロ

ジ
ェ

ス
テ

ロ
ン

、
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

、
L
H

、
F
S
H

、
G

n
R

H
、

精
子

形
成

、
男

性
化

、
性

周
期

、
卵

巣
、

子
宮

内
膜

、
女

性
化

6
/
5
(火

)
甲

状
腺

椋
田

　
崇

生
解

剖
学

甲
状

腺
の

構
造

と
ホ

ル
モ

ン
産

生
・
分

泌
調

節
機

序
を

明
で

き
る

甲
状

腺
、

濾
胞

上
皮

細
胞

、
サ

イ
ロ

キ
シ

ン
、

ト
リ

ヨ
ー

ド
サ

イ
ロ

ニ
ン

、
サ

イ
ロ

グ
ロ

ブ
リ

ン
、

T
R

H
、

T
S
H

、
N

a+
/
I-

共
輸

送
体

6
/
7
(木

)
甲

状
腺

と
副

甲
状

腺
椋

田
　

崇
生

解
剖

学
甲

状
腺

ホ
ル

モ
ン

の
作

用
機

序
お

よ
び

副
甲

状
腺

の
構

造
と

ホ
ル

モ
ン

の
作

用
機

序
を

説
明

を
説

明
で

き
る

甲
状

腺
ホ

ル
モ

ン
、

熱
産

生
、

タ
ン

パ
ク

合
成

（
成

長
）
、

血
糖

上
昇

、
脳

・
心

臓
刺

激
作

用
、

濾
胞

傍
細

胞
（
傍

濾
胞

細
胞

）
、

カ
ル

シ
ト

ニ
ン

、
血

中
C

aイ
オ

ン
低

下
作

用
、

副
甲

状
腺

、
パ

ラ
ト

ル
モ

ン
、

血
中

C
aイ

オ
ン

上
昇

作
用

、
ビ

タ
ミ

ン
D

、
骨

、
腎

臓
、

腸
管

6
/
1
2
(火

)
ラ

ン
ゲ

ル
ハ

ン
ス

島
渡

邊
　

達
生

統
合

生
理

学
ラ

ン
ゲ

ル
ハ

ン
ス

島
か

ら
分

泌
さ

れ
る

ホ
ル

モ
ン

の
作

用
を

説
明

で
き

る

イ
ン

ス
リ

ン
、

グ
ル

コ
ー

ス
取

り
込

み
の

促
進

、
グ

リ
コ

ー
ゲ

ン
合

成
、

タ
ン

パ
ク

合
成

、
脂

肪
分

解
の

抑
制

、
グ

ル
カ

ゴ
ン

、
血

糖
値

上
昇

作
用

、
脂

肪
分

解
、

ソ
マ

ト
ス

タ
チ

ン
、

膵
ポ

リ
ペ

プ
チ

ド

6
/
1
4
(木

)
内

分
泌

研
究

の
最

前
腺

渡
邊

　
達

生
統

合
生

理
学

内
分

泌
研

究
の

一
端

を
紹

介
し

て
研

究
ア

プ
ロ

ー
チ

の
考

え
方

を
学

ぶ
。

ス
ト

レ
ス

、
視

床
下

部
・
下

垂
体

・
副

腎
系

、
C

R
H

、
A

C
T
H

、
糖

質
コ

ル
チ

コ
イ

ド
、

扁
桃

体
、

海
馬

、
前

頭
前

野
、

緑
の

香
り

、
ア

ロ
マ

テ
ラ

ピ
ー

、
皮

膚
バ

リ
ア

障
害

、
胎

生
期

ス
ト

レ
ス

、
う

つ
病

6
/
1
5
(金

)
組

織
系

組
織

学
実

習
（
１

）
海

藤
　

俊
行

椋
田

　
崇

生
解

剖
学

各
内

分
泌

器
官

の
図

示
と

各
の

ホ
ル

モ
ン

を
列

挙
で

き
る

下
垂

体
、

副
腎

、
精

巣
、

卵
巣

の
構

造
を

説
明

で
き

る
下

垂
体

、
前

葉
、

後
葉

、
副

腎
髄

質
、

副
腎

皮
質

、
球

状
層

、
束

状
層

、
網

状
層

、
精

巣
、

卵
巣

6
/
1
5
(金

)
組

織
系

組
織

学
実

習
（
２

）
海

藤
　

俊
行

椋
田

　
崇

生
解

剖
学

甲
状

腺
、

副
甲

状
腺

、
膵

臓
（
ラ

ン
ゲ

ル
ハ

ン
ス

島
）

の
構

造
を

説
明

で
き

る
甲

状
腺

、
濾

胞
細

胞
、

コ
ロ

イ
ド

、
傍

濾
胞

細
胞

、
副

甲
状

腺
、

ラ
ン

ゲ
ル

ハ
ン

ス
島

、
B

細
胞

、
A

細
胞

、
D

細
胞

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2

※
到

達
目

標
・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1

授
業

の
レ

ベ
ル

：
2
 (

中
級

レ
ベ

ル
)

評
価

：
定

期
試

験
　

8
3
％

、
レ

ポ
ー

ト
1
7
％

指
定

参
考

書
：
R

e
vi

e
w

 o
f 
M

e
di

c
al

 P
h
ys

io
lo

gy
, 
A

pp
le

to
n
 &

 L
an

ge
, 
最

新
版

（
渡

邊
）
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基
礎

血
液

学

科
目

到
達

目
標

：
1
）
血

液
の

組
成

と
機

能
を
理

解
す
る
。

2
）
血

液
型

に
つ
い
て
理

解
し
、
A
B
O
式
.R
h
式
が
判
定
で
き
る
。

科
目
責

任
者

（
所

属
教

室
）
：
飯

野
　
守

男
（
法

医
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ
ー
ワ
ー
ド

1
4
/
3
(火

)
1

1
3
1

血
球

の
分

類
・
造

血
・
分

化
海

藤
　
俊

行
解

剖
学

骨
髄

の
構

造
、
幹

細
胞

か
ら
各

血
球

へ
の

分
化

を
説

明
で
き
る
。

骨
髄

、
幹

細
胞

、
血

球

2
4
/
6
(金

)
2

1
3
1

リ
ン
パ

器
官

の
構

造
と
機
能

海
藤

　
俊

行
解

剖
学

胸
腺
、
リ
ン
パ
節
、
脾
臓
、
扁
桃
、
パ
イ
エ
ル
板
の
構

造
と
機

能
を
説

明
で
き
る
。

胸
腺
、
リ
ン
パ
節
、
脾
臓
、
扁
桃
、
パ
イ
エ
ル
板

3
4
/
1
0
(火

)
1

1
3
1

血
漿

タ
ン
パ

ク
質

の
種

類
と
機

能
松

尾
　
聡

適
応

生
理

学
血

漿
タ
ン
パ

ク
質

の
種

類
と
機

能
を
説

明
で
き
る
。

血
漿

タ
ン
パ

ク
質

4
4
/
1
2
(木

)
4

1
3
1

赤
血

球
と
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

松
尾

　
聡

適
応

生
理

学
赤

血
球

と
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の

構
造

と
機

能
を
説

明
で
き

る
。

赤
血

球
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

5
4
/
1
7
(火

)
1

1
3
1

血
小

板
と
止

血
松

尾
　
聡

適
応

生
理

学
血

小
板

の
機

能
と
止

血
の

機
序

を
説

明
で
き
る
。

止
血

、
血

小
板

6
4
/
1
9
(木

)
4

1
3
1

凝
固

と
線

溶
松

尾
　
聡

適
応

生
理

学
凝

固
と
線

溶
の

機
序

を
説

明
で
き
る
。

凝
固

、
繊

維
素

溶
解

7
4
/
2
4
(火

)
1

1
3
1

法
医

血
液

学
（
1
）

湯
浅

　
勲

法
医

学
(非

常
勤

講
師

)
赤

血
球

型
が

説
明

で
き
る
。

A
B
O
式

血
液

型
、
R
h
式

血
液

型

8
4
/
2
6
(木

)
4

1
3
1

法
医

血
液

学
（
2
）

湯
浅

　
勲

法
医

学
(非

常
勤

講
師

)
赤

血
球

型
の

検
査

法
が

説
明

で
き
る
。

交
差

適
合

試
験

9
5
/
1
0
(木

)
4

1
3
1

法
医

血
液

学
（
3
）

飯
野

　
守

男
湯
浅
　
勲

法
医

学
血

清
タ
ン
パ

ク
型

の
法

医
学

的
意

義
が

説
明

で
き
る
。

血
清

タ
ン
パ

ク
型

1
0

5
/
1
7
(木

)
4

1
3
1

法
医

血
液

学
（
4
）

飯
野

　
守

男
湯
浅
　
勲

法
医

学
D
N
A
多

型
の

法
医

学
的

意
義

が
説

明
で
き
る
。

D
N
A
多

型

1
1

5
/
1
8
(金

)
3

感
染

生
化

1
2

5
/
1
8
(金

)
4

感
染

生
化

教
育

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
と
の

関
連

：
1
、
2

※
到
達
目
標
・
授
業

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
確

認
の

上
、
予

習
・
復

習
し
て
く
だ
さ
い
。

学
位
授

与
の
方
針
と
の

関
連
：
1
、
2

評
価
：
定

期
試
験
　
1
0
0
％

法
医

血
液

学
実

習
飯

野
　
守

男
湯
浅
　
勲

血
液

型
の

検
査

が
で
き
る
。

A
B
O
式

血
液

型
、
R
h
式

血
液

型
、
交

差
適

合
試

験
法

医
学
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基
礎

医
学

セ
ミ

ナ
ー

科
目

到
達

目
標

：
基

礎
医

学
系

各
分

野
の

専
門

領
域

の
医

学
知

識
を

深
め

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
海

藤
　

俊
行

（
学

部
教

育
支

援
室

）
連

絡
先

：
 0

8
5
9
-
3
8
-
6
4
3
8
 （

学
部

教
育

支
援

室
）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
6
/
1
3
(水

)
1

4
2
1

2
6
/
1
5
(金

)
1

4
2
1

3
6
/
1
9
(火

)
1

4
2
1

4
6
/
2
1
(木

)
1

4
2
1

5
6
/
2
7
(水

)
1

4
2
1

6
6
/
2
9
(金

)
1

4
2
1

7
6
/
2
9
(金

)
2

4
2
1

8
7
/
3
(火

)
1

4
2
1

9
7
/
5
(木

)
1

4
2
1

1
0

7
/
6
(金

)
1

4
2
1

1
1

7
/
9
(月

)
1

4
2
1

1
2

7
/
1
0
(火

)
1

4
2
1

1
3

7
/
1
1
(水

)
1

4
2
1

1
4

7
/
1
2
(木

)
1

4
2
1

1
5

7
/
1
3
(金

)
1

4
2
1

1
6

7
/
1
3
(金

)
3

1
3
1

1
7

7
/
1
3
(金

)
4

1
3
1

1
8

7
/
1
7
(火

)
1

4
2
1

1
9

7
/
1
8
(水

)
2

4
2
1

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
、

2
、

3
、

4
、

5
、

6
、

7
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

2
、

3
、

4

授
業

の
レ

ベ
ル

：
3

評
価

 ：
 各

分
野

ご
と

に
評

価
を

行
う

。
評

価
方

法
は

分
野

ご
と

に
異

な
る

。

そ
の

他
 ：

 （
1
）
 事

前
の

説
明

会
に

て
、

各
分

野
で

開
講

さ
れ

る
セ

ミ
ナ

ー
の

タ
イ

ト
ル

や
内

容
を

提
示

し
、

受
講

先
の

希
望

調
査

を
実

施
す

る
。

  
  

　
  

  
  

  
  

  
 た

だ
し

、
各

分
野

に
定

員
が

あ
る

た
め

、
必

ず
し

も
第

1
希

望
の

分
野

を
受

講
で

き
る

と
は

限
ら

な
い

。
  

  
 

そ
の

他
 ：

 （
2
）
 計

8
回

の
う

ち
、

全
員

で
受

講
す

る
「
地

域
医

療
セ

ミ
ナ

ー
」
の

講
義

2
回

を
含

む
。

基
礎

医
学

系
各

分
野

に
分

か
れ

て
受

講
す

る
。

講
義

内
容

は
各

分
野

か
ら

事
前

に
提

示
さ

れ
、

希
望

調
査

を
通

じ
て

受
講

先
が

決
定

さ
れ

る
。

左
記

の
日

程
の

う
ち

、
8
回

を
受

講
す

る
。

8
回

の
う

ち
2
回

は
、

6
/
1
3
（
水

）
1
時

限
、

7
/
1
2
（
木

）
1
時

限
に

開
講

さ
れ

る
「
地

域
医

療
セ

ミ
ナ

ー
」
を

全
員

で
受

講
す

る
。

基
礎

系
講

座
・
分

野
担

当
教

員

基
礎

系
各

講
座

・
分

野

基
礎

医
学

系
各

分
野

に
よ

り
開

講
さ

れ
る

講
義

や
セ

ミ
ナ

ー
、

実
習

と
い

っ
た

授
業

を
受

講
す

る
こ

と
で

、
基

礎
医

学
の

知
識

を
深

め
る

。
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